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商法上の会社開示制度

序

論

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
は
、
昭
和
五
四
年
一
二
月
二
五
回
、
株
式
会
社
訟
の
根
本
改
正
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
「
株
弐
会
社
の
計

算
・
公
開
に
関
す
る
改
正
鉱
業
」
(
以
下
単
に
改
正
試
案
と
い
う
)
を
発
表
し
て
、
「
検
式
会
社
の
財
務
及
び
業
務
内
容
の
哩
不
」
の
改

E

の
方
問
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

改
正
試
案
は
、
商
法
上
の
会
社
開
示
制
度
と
し
て
、
業
務
報
告
書
の
包
載
事
項
を
具
体
的
に
法
定
す
る
と
と
も
に
附
属
明
細
書
の
記
載

事
墳
を
鉱
充
し
、
半
期
報
告
お
よ
び
建
紺
哩
不
の
制
度
を
商
法
に
導
入
し
、
貸
借
対
照
表
に
加
え
て
損
益
計
算
書
の
公
債
を
轟
求
し
、
計

算
書
館
販
等
の
構
築
登
記
所
で
の
公
闘
を
ほ
か
ろ
う
と
し
て
い
る
ロ
法
務
省
民
事
局
参
事
官
需
ζ
か
株
式
会
社
法
の
根
本
改
正
の
作
業
の
初
期

の
段
階
で
発
表
し
た
「
会
祉
法
改
正
の
開
園
点
一
で
は
、
商
法
上
の
会
社
闘
一
示
制
度
に
闘
還
し
て
、
蛍
業
報
告
警
の
記
載
事
項
の
具
体
的

な
法
定
、
計
算
書
類
の
一
般
公
衆
へ
の
閲
宗
方
法
の
改
善
、
損
益
計
算
書
の
公
台
、
お
よ
び
連
結
決
算
削
度
の
導
入
に
つ
い
て
間
短
点
を

《

1

指
摘
し
て
い
た
が
、
改
正
試
案
は
、
こ
れ
ら
の
悶
屡
点
す
べ
て
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
組
む
と
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

現
行
商
法
は
、
株
式
会
社
の
定
期
的
な
理
不
と
し
て
、
次
の
三
勺
の
も
の
を
要
求
し
て
い
る
e

第
一
に
、
代
表
取
締
役
は
、
定
時
総
会
の
会
日
の
一
週
間
前
か
ら
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
S
R
管
業
報
告
書
、
お
よ
び
寧
備
金
お

" 
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よ
び
利
義
ま
た
は
利
息
の
配
当
に
関
す
る
議
案
か
ら
な
る
計
算
書
類
、
そ
の
附
属
明
細
書
、
な
ら
び
に
監
査
報
告
書
を
会
祉
の
本
底
に
備

え
置
い
て
徐
主
お
占
ぴ
会
社
債
権
若
の
開
陸
軍
に
供
し
ま
た
は
そ
れ
ら
の
者
の
謄
本
も
し
く
は
抄
本
の
受
性
議
求
に
応
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
な

(
商
法
二
八
一
一
条
、
商
特
法
一
六
条
)

a

し、

第
二
に
、
資
本
の
額
が
一
億
四
を
超
え
る
会
社
の
代
表
取
締
役
は
、
定
脇
村
総
会
の
招
集
通
知
に
計
算
豊
頬
お
よ
び
そ
の
監
蚕
報
告
書
の

謄
本
を
添
附
し
て
株
主
に
送
付
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
(
商
法
二
八
三
条
二
項
、
商
特
訟
一
七
条
二
五
条
三

第
三
に
、
代
表
臥
締
役
は
定
時
総
会
で
計
算
書
類
の
承
認
を
得
た
後
遅
滞
な
く
貸
借
対
照
表
を
富
報
ま
た
は
時
事
に
擬
す
る
事
項

xxx 

を
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲
げ
て
公
告
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い

ハ
商
法
一
六
六
条
三
項

八
三
条
一
一
一
項
)
白

こ
れ
ら
の
関
手
要
求
は
、
明
治
三
二
年
の
商
法
制
定
以
衆
、
歎
度
に
わ
た
る
同
法
の
攻
主
を
経
て
鉱
充
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る

明
治
三
二
年
制
定
当
初
の
商
法
は
、
株
式
会
社
の
開
示
と
し
て
、
取
締
役
が
尉
注
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
営
業
報
告
吾
、
損
益
計
算

書
お
よ
び
車
備
金
お
よ
び
利
益
ま
た
は
利
息
の
配
当
に
関
す
る
議
案
カ
ら
な
る
計
算
書
嶺
な
ら
び
に
監
査
役
の
報
告
書
を
定
時
健
会
の

会
目
前
に
会
社
の
本
商
に
備
え
値
い
て
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
な
ら
び
に
取
締
役
カ
定
時
総
会
で
計
算
書
類

の
承
穏
を
待
た
後
貸
借
対
照
表
を
公
告
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。
た
だ
、
計
算
書
霜
お
よ
び
監
孟
役
の
報
告
書
を
徐
主
等
の
閲
覧
に

供
サ
る
の
は
定
時
総
会
め
直
前
で
も
よ
〈
、
ま
た
貸
借
対
照
表
の
公
告
は
方
法
に
別
段
の
劇
的
か
な
く
底
頭
公
告
で
も
足
り
た
@

毒事雑学法戸神

そ
の
後
、
昭
和
一
三
年
の
商
法
改
正
は
、
こ
れ
ら
の
開
示
要
求
を
大
幅
に
酸
化
し
た
。
ま
ず
、
計
算
書
類
お
よ
び
監
査
役
の
報
告
書
の

公
開
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
畜
嶺
が
定
時
総
会
の
会
臼
の
一
週
潤
前
か
ら
会
社
の
本
陪
に
備
え
怪
か
れ
、
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
が

そ
れ
ら
を
閲
覧
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、

貸
借
対
照
表
の
公
告

は
定
時
盤
会
の
終
了
後
遅
滞
な
く
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
官
報
ま
た
は
時
事
に
掬
す
る
事
項
を
場
載
す
る
日
刊
新
聞
紙

そ
の
勝
本
ま
た
は
沙
本
の
交
付
を
請
求
し
う
る
も
の
と
さ
れ
た
。

次
0ζ 

に
掲
げ
て
行
な
ろ
べ
き
も
の
と
き
れ
た
。



も取
の締
と役
さは
れ
、毎

雪量
は期
、か
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の四
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し十と

AE 
豊富
をの

ま臨
E盟
は書
そを
の作
E脅威
本し
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t童
はの
抄本
木后
のお
焚よ
付ぴ
を支
論底
求に
で備
さえ
る置
もく
のこ
とと

1事
たす
固る

附
属
頃
細
書
に
は
、
当
初
は
、
会
社
の
業
務
お
よ
び
財
産
の
状
現
歩
詳
細
に
記
載
し
、
特
に
資
本
お
よ
び
準
備
企
の
増
様
、
取
締
役
、
盤

査
役
お
よ
び
徐
主
と
の
閣
の
取
引
、
担
保
権
の
設
定
、
金
融
を
業
と
し
な
い
会
社
の
金
銭
の
貸
付
、
他
の
会
社
の
様
式
の
取
得
な
ら
び
に

固
定
資
産
の
処
分
を
明
示
す
る
と
と
が
要
求
さ
れ
た
が
、
昭
和
三
七
年
の
商
法
改
正
で
は
、
さ
ら
に
取
繍
役
"
。
よ
ぴ
監
査
役
に
支
弘
ヲ
た

《

2
)

報
酬
も
明
示
す
べ
き
も
の
と
き
れ
た
。

商法よの会社開示制度
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に
含
ま
れ
る
情
報
に
つ
き
直
接
関
車
を
う
付
る
こ
と
と
な
。
だ
。
ま
た
、
代
表
取
締
役
は
、
計
砧
昇
書
類
お
よ
び
そ
の
監
査
報
告
書
と
な
ら

A
4
u
 

ん
で
附
毘
明
細
書
お
よ
び
そ
の
監
孟
報
告
書
を
も
定
時
空
話
会
日
の
一
週
間
前
か
ら
会
社
の
本
唐
に
轡
え
置
く
こ
と
か
事
求
さ
れ
、
株

主
お
よ
び
会
社
福
堀
者
同
そ
れ
ら
の
畜
類
の
関
匿
を
求
め
ま
た
は
そ
の
勝
本
も
し
く
俗
抄
本
の
交
付
を
議
求
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
・

こ
の
よ
う
に
、
現
行
協
防
法
に
お
け
る
徐
式
会
社
の
関
手
制
度
は
、
数
度
に
わ
た
る
商
法
の
改
孟
を
経
て
漸
次
に
悠
究
き
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
た
び
の
砂

E議
案
が
示
す
改
正
の
方
向
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
大
幅
に
鉱
禿
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
@

株
式
会
社
の
国
矛
は
、
商
法
の
み
な
ら
ず
証
券
取
引
訟
に
よ
。
て
も
要
求
さ
れ
て
い
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
商
法
と
異
な
っ
て
公
開
会
社

の
み
を
対
象
と
す
る
証
券
鼠
引
法
は
、
そ
の
適
用
会
訟
に
つ
い
て
は
、
商
法
が
要
求
す
る
も
の
よ
り
も
よ
り
広
範
な
測
量
を
要
求
し
て
い

る-
" 

i 
法

要
求

事
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事《
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i 
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公
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行
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ム
場
き
れ
も
し
く
は
証
券
業
協
会
に
登
録
さ
れ
、
ま
た
は
大
蔵
大
臣
に
属
品
を
要
す
る
募
集
も
し
く
は
兜
出
が
な
さ
れ
た
有
価
証
券
の
発

行
会
社
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
事
業
皐
度
経
過
後
三
か
月
以
内
に
有
価
鹿
券
報
告
書
を
大
蔵
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
写
し
を
上
場
証
券
取

引
所
ま
た
は
登
録
証
券
業
協
会
に
提
出
し
か
っ
会
祉
の
本
底
お
よ
び
主
要
な
支
暗
に
備
え
置
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
三
と
を
要
求
さ

れ
て
い
る
(
証
取
法
二
四
条
一
項
'
四
項
、
二
五
条
ニ
攻
、
在
百
令
一
二
条
三
大
蔵
大
置
に
提
出
さ
れ
た
有
価
証
券
報
告
書
お
よ
び
証
券
取
引

所
ま
た
は
証
券
業
協
会
に
提
出
さ
れ
た
そ
の
写
し
は
、
大
蔵
省
証
券
局
お
よ
び
会
社
の
本
信
所
在
地
を
管
繕
す
る
財
務
局
ま
た
は
征
券
取

玄白

引
最
も
し
く
は
証
券
業
協
会
で
直
ち
に
公
衆
の
縦
貫
に
供
さ
れ
る
八
証
取
法
ニ
五
条
)
項
一
一
-
項
)

a

こ
の
有
価
寵
券
報
告
書
に
は
、
会
祉

の
概
況
、
蛍
煮
の
状
況
、
設
備
の
状
況
、
経
理
の
状
況
、
親
会
社
お
よ
び
子
会
社
に
関
す
る
事
項
、
な
ら
び
に
隊
式
事
務
の
概
要
を
悪
戦

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
理
の
状
況
と
し
て
は
、
最
近
二
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
、
領
益
計
算
審
、
利
益
金
処
分
計
算
書
ま
た
は
損
失

企
処
理
計
算
書
お
よ
び
附
嗣
明
細
表
か
ら
な
る
殿
務
緒
表
を
含
む
ニ
と
カ
要
求
さ
れ
て
い
る
(
募
集
届
出
省
令
一
五
条
一
項
}
品
立
。

有
価
証
券
報
告
書
に
は
、
最
近
一
逮
結
会
計
年
度
に
か
か
る
連
結
財
器
補
表
を
添
附
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
〈
証
取
法
一
一
四

条

三

項

、

連

結

財

務

脅

表

も

ま

た

、

誌維学法

募
集
厨
出
省
令

た
は
そ
の
写
し
が
大
蔵
省
主
券
局
、
証
券
取
引
所
ま
た
は
証
券
業
協
会
の
事
務
房
、

お
よ
び
会
社
の
本
底
お
よ
び
主
要
な
文
庖
で
公
衆
の

ヒ
条
一
項
一
号
ハ
)

そ
} 

で、

有
価
註
券
報
告
書
と
な
ら
ん
で
そ
の
も
の
ま

戸神

縦
覧
に
供
さ
れ
る
(
笹
取
法
二
四
条
-
一
一
項
二
五
条
一
項
二
号
二
項
三
項
参
照
)
・
も
っ
と
も
、
連
結
財
務
諸
表
は
、
-
当
分
の
閥
」
、

有
価
主
券
報
告
書
に
か
か
る
事
業
年
度
終
了
後
四
か
月
を
経
過
す
る
目
ま
た
は
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
大
蔵
大
臣

の
承
認
を
得
た
と
き
は
、
大
蔵
大
臣
の
指
定
し
た
出
ま
で
に
提
出
す
れ
ば
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
募
集
扇
出
省
令
昭
和
五
一
年
改

E

附
則
六
項
ー
し
た
が
。
て
そ
の
公
開
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
事
実
作
度
緩
過
後
四
か
月
以
内
に
す
れ
ば
よ
い
・

証
券
取
引
法
に
定
め
る
定
期
的
開
示
と
し
て
、
有
価
証
券
報
告
書
の
侵
出
を
要
す
る
会
社
は
、
ま
た
、
そ
の
事
禦
俸
度
が
一
年
で
あ
る

渇
舎
は
、
毎
事
業
辱
度
、
簿
業
年
度
の
前
半
六
か
月
の
期
間
経
過
後
三
か
月
以
内
に
そ
の
期
闘
に
つ
い
て
め
半
期
報
告
奮
を
大
熊
犬
匝
に

楓
世
間
し
、
そ
の
写
し
を
上
場
証
券
取
引
所
ま
た
は
登
録
証
券
業
協
会
に
提
出
し
か
っ
会
社
の
木
脳
お
よ
び
主
要
な
支
庖
に
備
え
置
い
て
公



衆
の
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
(
証
取
法
二
四
条
の
五
第
一
項
e

二
五
条
一
-
項
)
@

大
蔵
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
半
期
報
告

書
お

u 
草
取

裂
ま

は

i 
E 
に
提
出

れ

た

" 写
は

大
蔵

室
券
局
お

ぴ
会
社
の
本

書
主

i 
す

財

湾
局
ま
た
は
証
券
取
引
所
も
し
く
は
証
券
業
協
会
の
事
務
所
で
直
ち
に
公
衆
の
縦
覧
に
供
さ
れ
る
(
笹
匝
法
二
五
条
一
項
・
三
一
項
)
。
半

期
報
告
審
に
は
、
会
社
の
機
況
、
事
象
お
よ
び
蛍
業
の
状
況
、
設
備
の
状
況
、
お
よ
ぴ
経
理
の
状
況
を
配
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
、
経

理
の
状
況
に
は
、
当
該
事
業
年
度
お
よ
び
前
事
業
年
度
の
中
間
貸
借
対
照
表
お
よ
ぴ
仲
間
損
議
計
算
書
な
ら
び
に
前
事
業
年
度
の
要
約
貸

借
対
照
表
お
よ
び
要
約
損
益
計
算
奮
を
含
む
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
(
募
集
局
出
省
令
一
八
条
一
項
)
。

商法よの会社関示制度

こ
の
よ
う
な
証
券
取
引
法
上
の
向
車
要
求
の
う
ち
、
連
結
開
示
お
よ
び
半
期
羽
根
舎
は
現
行
商
法
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
e

改
E
診
察

-e-

は
、
直
接
開
示
の
形
態
で
、
機
詰
開
示
お
よ
び
詳
期
報
告
の
制
度
を
商
法
に
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
証
券
取
引
法
は
、
商
法

と
異
な
っ
て
、
書
類
の
公
衆
縦
覧
に
よ
る
徐
弐
会
誌
の
公
闘
を
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
の
改
正
試
案
は
、
計
算
書
類
の
商
業
登
記

所
で
の
公
開
の
制
度
に
よ
。
て
繭
法
上
も
類
似
の
方
法
に
よ
る
隊
式
会
祉
の
開
示
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
改
正
試
案
に
お
い
て
示
さ
れ
た
株
式
会
社
の
財
務
お
よ
び
業
襲
内
容
の
開
示
の
方
向
を
個
別
附
に
検
封
し
よ
う
。

1 

聾
蓄
量
医
の
根
本
政
主
に
慣
す
る
意
見
照
会
に
際
し
て
、
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
が
昭
和
五
O
年
六
月
一
一
一
日
に
発
表
し
た
「
会
社
法
改
主

に
関
す
る
問
題
点
」
に
お
い
て
は
、
企
集
の
社
会
的
責
任
の
問
題
と
の
開
通
で
、
蛍
柔
組
申
告
書
の
記
載
事
項
と
L
て
一
、
従
業
員
の
人
歓
お
よ
び
給
与

総
額
等
に
関
す
る
事
項
、
公
害
の
防
止
、
消
費
宕
の
保
設
そ
の
他
社
会
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
た
閥
属
お
よ
び
こ
れ
に
対
し
て
観
じ
た
捨
置
に
関

す
る
尋
項
等
の
社
令
組
関
連
事
項
を
含
め
る
こ
と
の
妥
当
性
が
関
わ
れ
て
い
た
が
改
正
玖
寮
は
、
と
の
点
で
消
極
的
な
方
問
を
打
出
し
て
い
る
・

昭
和
と
七
年
の
脅
門
法
改
主
の
立
法
作
業
の
過
程
で
、
法
制
審
畿
会
は
「
商
法
の
一
部
を
敬
芹
芋
る
以
律
案
要
綱
」
の
中
で
、
「
株
式
会
託
は
、
貸

借
対
鳳
表
及
び
損
訴
許
算
書
を
盈
記
寄
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
何
人
も
こ
れ
ら
の
番
頭
や
開
挺
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
左
」
を
定

そ
れ
を
で
き
る
だ
げ
早
い
機
会
に
実
現
す
る
こ
と
を
嬰
肇
す
る
ζ

と
も
に
、
「
汁
算
書
教
の
公
告
K
つ
い
て
は
、
今
後
き

2 

" 

め
、
そ
の
決
定
の
際
に
、

ら
に
検
討
す
令
」
こ
と
を
附
帯
決
議
と
し
て
定
め
た



" 
3 

昭
和
四
九
年
の
商
法
改
正
は
、
計
算
書
類
の
中
に
従
来
含
ま
れ
て
い
た
財
量
目
録
を
そ
こ
か
免
排
除
し
た
句

唱
和
四
九
辱
の
商
法
改
宜
に
お
い
て
は
、
附
良
明
綱
審
の
記
載
事
項
を
商
法
で
は
な
く
針
鑑
善
傾
規
開
で
定
め
る
こ
と
に
し
た
が
、
計
算
禽
嶺
規

則
四
五
条
は
、
昭
和
四
九
年
政
主
函
の
商
法
が
附
属
明
細
笹
に
「
会
社
の
業
務
及
財
産
の
状
況
を
詳
細
に
紀
載
L

ず
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
の
K

対
し
て
、
附
自
冒
鰍
書
に
は
「
会
甚
の
慰
産
及
び
損
益
の
状
態
に
闘
す
る
重
要
な
事
項
」
を
記
唆
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

証
券
取
引
法
は
、
有
価
証
務
報
告
書
お
よ
び
苦
矧
報
告
書
に
よ
る
定
期
的
な
圏
不
に
加
え
て
令
荘
の
継
続
的
な
堕
不
の
一
環
と
し
て
一
定
の
重

要
な
事
悠
が
発
生
し
た
勿
合
に
臨
時
報
告
書
に
よ
る
聞
事
を
要
求
し
、
旺
券
取
引
併
上
保
明
会
祉
の
株
弐
に
つ
き
委
任
状
が
勧
誘
き
れ
る
場
合
民
参
考

書
類
の
聾
書
省
へ
の
送
付
に
よ
る
決
議
事
項
に
闘
す
る
塑

E
要
求
し
て
い
る
畳
間
法
は
、
ま
た
、
ァ

f
tタ
な
因
不
と
し
て
有
価
主
券

の
募
集
も
し
く
は
売
出
ま
た
は
会
開
買
付
に
際
し
て
、
原
則
的
に
、
有
価
証
券
届
出
管
ま
た
は
公
開
買
付
属
白
書
お
よ
か
目
立
町
見
省
ま
た
は
鋭
明
魯

4 
v 

A 

S 
V 

xxx 買事

に
よ
る
有
価
証
券
発
足
灯
会
社
に
つ
い
て
の
詳
細
な
関
口
不
を
要
求
し
て
い
る
・

関
宗
に
は
、
開
示
す
る
鱗
嶺
を
含
む
書
類
を
そ
の
刺
悩
用
者
に
送
付
す
る
等
の
方
法
で
行
な
う
高
値
叡
嗣
宗
と
そ
の
よ
う
な
書
類
を
一
定
の
場
訴
に

備
え
置
い
て
そ
こ
で
利
用
者
の
閲
覧
謄
写
?
に
僚
す
る
間
接
陶
曹
と
が
あ
る
が
、
直
券
取
引
法
が
要
求
す
る
定
額
的
な
開
示
ほ
す
べ
て
一
聞
接
的
な

堕
一
示
で
あ
る
も
っ
と
も
、
後
温
存
す
る
よ
う
に
、
続
券
長
引
所
陪
、
自
主
規
制
の
一
環
と
し
て
、
証
券
取
引
所
上
場
会
社
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
会

社
か
大
蔵
大
雇
に
提
出
す
る
半
期
報
告
曹
に
記
拘
較
す
る
中
間
殿
務
諸
表
と
同
一
の
も
の
を
記
載
し
た
中
間
事
業
報
舎
書
を
捺
主
疋
送
付
す
る
こ
と
を

要
求
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
実
際
上
、
誕
券
取
引
法
の
闘
宗
要
求
も
間
接
開
示
に
及
ん
で
い
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。

総

《

6 

学~ 戸神

業
蕗
報
告
書
及
ぴ
鮒
周
明
細
書

業
務
報
告
書
と
附
属
現
綱
嘗
の
位
置
付
げ

改
正
言
宗
は
、
株
式
会
社
の
定
期
的
な
関
口
不
と
し
て
、
代
表
取
締
役
が
、
毎
決
算
期
に
、
取
締
役
会
の
承
認
を
得
て
、
貸
借
対
照
表
、

塁
計
算
書
お
よ
び
喜
報
告
審
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
自
明
細
書
を
作
成
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
勺
こ
れ
ら
の
書
官
、
す
ぺ
て
監

1 重

量

重
量

加

i 
i 



る?• 》代
表
取
締
役
が
毎
決
算
期
に
作
成
す
べ
き
こ
れ
ら
の
書
類
の
う
ち
業
務
報
告
書
と
附
属
明
細
奮
は
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算

書
に
よ
っ
て
関
手
さ
れ
る
計
数
的
情
報
以
外
の
会
社
の
財
蕗
お
よ
び
業
務
内
容
を
関
口
不
す
る
た
め
の
書
類
で
あ
る
。

商法上の会社総示 01皮

貸
借
対
照
表
ま
た
は
損
益
計
算
書
に
よ
っ
て
関
ま
れ
る
計
数
的
情
報
以
併
の
情
報
を
関
草
す
る
た
め
の
業
務
報
告
書
お
よ
び
附
属
明
細

?と

曾
の
う
ち
、
前
者
は
、
直
接
関
手
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
開
媛
開
示
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
a

す
な
わ
ち
、
業
務
報
告
書

《

4〕

は
、
定
時
総
会
の
招
集
道
知
に
添
附
し
て
株
主
に
送
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
株
主
が
そ
れ
に
よ
っ
て
関
手
き
れ
る
情
報
に
容

易
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
れ
に
対
し
て
、
附
属
明
細
書
は
、
会
社
の
木
庖
に
備
え
置
か
れ
て
そ
の
場
所
で
閲
覧
に
供
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
情
報
へ
の
株
主
の
歩
近
は
、
安
際
上
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
こ
の
よ
う
な
情
報
へ
の
ア
タ

〔

5
4

セ
ツ
シ
ピ
り
テ
イ
の
絹
途
が
業
務
報
告
書
と
附
属
明
細
書
を
区
別
す
る
基
本
的
な
要
素
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
業
協
報
告
書
は
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
株
主
に
送
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
作
成
に
関
し
会
社
に
よ
り
多
く

の
費
用
的
負
担
を
課
す
の
に
対
し
て
、
附
周
明
細
書
は
、
会
社
の
本
庖
で
閲
賓
に
供
さ
れ
、
費
用
を
す
〈
払
。
て
請
求
す
る
者
に
対
し
て
の

そ
の
関
口
不
に
関
し
て
会
社
に
多
く
の
費
問
附
負
担
を
朝
献
す
も
の
で
は

そ
こ
で
、
業
務
報
告
書
に
は
す
べ
て
の
株
主
が
知
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
重
要
な
比
較
的
少
数
の
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
し
、

附
属
規
制
嘗
に
は
す
べ
て
の
様
主
が
必
ず
し
も
知
る
こ
と
を
要
し
な
し
が
な
お
重
要
な
比
較
的
多
数
の
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
こ

(6) 

と
が
、
商
者
の
役
剃
分
担
と
し
て
考
え
ら
れ
う
る
基
本
的
な
方
向
で
あ
る
@
改
正
試
案
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
の
上
K
立
っ
て
、
業
務
報

(
7
J
 

告
審
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
包
載
事
項
に
つ
し
V

て
の
提
案
を
し
て
い
る
。

み
そ
の
蹟
本
ま
た
は
抄
本
が
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

な
し、

1 

現
草
稿
訟
は
、
代
表
取
締
役
が
毎
決
算
織
に
貸
借
対
照
表
、
担
義
計
算
書
、
品
事
桑
報
告
書
、
準
備
金
お
よ
び
剰
益
支
た
路
網
息
の
配
当
に
闘
す
る

議
案
、
な
ら
び
に
そ
の
船
菌
現
網
奮
を
一
作
成
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
が
〈
商
法
二
八
一
条
一
項
て
改
正
反
寮
は
、
代
表
取
締
役
が
毎
決
算
輸
に

" 



'" 

取
締
役
会
の
承
認
を
得
て
、
食
償
対
照
多
、
損
益
計
算
@
官
お
よ
か
業
務
報
告
書
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
附
毘
明
細
書
を
作
成
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と

す
る
と
共
に
「
利
益
の
処
分
又
は
損
失
の
処
理
及
ぴ
準
備
金
正
関
す
る
滋
撲
に
つ
い
て
も
一
同
様
と
す
る
」
と
レ
て
い
る
・
す
な
わ
ち
、
改
定
露

2 

寮
で
は
、
a
R併
対
照
表
、
損
益
酔
抜
書
、
業
務
報
告
書
お
よ
び
附
属
明
制
審
等
の
「
書
類
L

は
「
級
乗
」
と
区
別
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
@

な
お
、
改
主
紋
突
に
お
H

り
る
業
務
報
告
書
は
、
実
質
的
に
は
現
符
商
法
に
規
定
す
る
営
難
報
告
書
に
対
応
す
る
も
の
で
ふ
る
@

現
行
法
に
お
い
て
は
、
会
計
監
蚕
人
は
、
会
社
の
貸
借
対
照
茨
、
損
己
ゐ
持
論
番
お
よ
び
利
益
処
分
穿
な
ら
び
に
附
属
卵
細
書
伝
聞
し
て
監
査
を
し

そ
の
意
見
を
監
査
線
ム
図
書
に
お
い
て
述
べ
る
べ
さ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
方
、
営
業
報
告
書
に
つ
L
て
は
そ
の
監
査
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
ハ
商
特

念
一
一
一
一
条
三
項
一
五
条
参
照
三
こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
試
案
は
附
属
明
細
書
の
み
な
ら
ず
業
務
報
告
書
の
記
載
事
項
に
関
し
て
も
、
寸
法
務
省

玄xx

令
で
定
め
る
会
計
に
関
す
る
事
項
」
に
つ
i
b

て
は
会
計
監
蚕
人
の
監
蚕
を
萎
す
る
も
の
と
し
て
い
る
a
し
た
が
っ
て
、
今
許
監
歪
入
の
髄
査
の
嬰

否
に
関
し
て
、
改
正
銃
衆
は
、
も
は
や
、
業
務
報
告
書
と
附
属
明
細
書
を
区
別
し
て
い
な
い
@

武
闘
隆
三
「
蛍
喰
報
告
書
と
附
属
明
細
書
の
役
例
区
画
」
税
経
逮
宿
三
四
巻
一
三
事
一

O
二
頁
(
昭
和
五
四
年
)
、
神
崎
君
郎
「
改
正
畝
突
に
お

付
る
幽
図
示
制
度
」
月
刊
監
蚕
役
一
一
一
一
一
号
一
四
買
(
昭
和
五
五
年
〕
参
照
。

昆維

3 

学t訟

〈

4 

奥
行
商
法
は
、
定
時
総
会
の
鮒
失
語
知
に
貨
償
対
版
表
、
損
益
計
常
語
、
嘗
業
報
告
書
、
準
備
金
お
よ
び
利
益
ま
た
は
利
息
の
配
諸
に
関
す
る
議

案
お
よ
び
監
査
報
告
書
の
勝
木
を
訴
付
す
べ
き
も
の
と
し
亡
い
る
〈
商
法
二
八
三
条
二
項
、
間
特
法
一
七
条
コ
こ
の
要
請
は
昭
和
四
九
年
の

商
法
改
立
お
よ
び
商
甚
特
例
訟
の
創
定
に
よ
っ
て
新
し
く
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
切
改
正
鼠
寮
は
、
-
一
の
点
に
つ
し
て
は
特
に
言
及
し
て
い
な

い
・
し
か
し
、
欧
主
疹
寮
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
特
に
言
及
し
て
も
な
い
こ
と
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
改
百
令
桃
山
来
が
毘
行
U
駄
の
怒
彦
、
を
改
め
る
こ

と
を
童
図
し
て
い
る
と
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
込
の
ろ
う
P

す
な
む
も
、
改
正
ヰ
鼠
衆
は
、
却
場
£
汀
商
法
と
異
な
り
、
集
事
報
告
書
は
定
持
訟
会
の
承

戸神

認
の
対
象
で
は
な
い
も
の
と
し
て
お
り
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
報
告
審
も
監
査
役
担
よ
ぴ
会
計
監
査
人
が
そ
れ
を
適
法
と
す
る
意
見
を
丞
ぺ
る

と
き
は
定
時
総
去
の
承
訟
を
要
し
な
い
も
の
と
し
て
い
る
が
、
業
趨
網
開
止
宵
害
な
ら
び
に
そ
の
よ
う
な
喝
合
の
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
薬
野
算
曹
は
な

お
定
時
総
会
で
締
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ゐ
り
、
そ
の
関
係
で
総
主
は
、
定
時
総
会
の
前
に
そ
れ
ら
の
書
類
の
送
付
を
受
付
る
利
益
五
肴

し
て
い
る
か
ら
で
ゐ
る
。
神
崎
兎
郎
「
業
務
報
告
書
の
記
載
事
項
の
法
定
化
」
商
事
複
務
八
六
三
号
四
頁
《
昭
和
五
五
写
V

参
照
固



《

5 

し
た
治
っ
て
、
宗
務
報
告
書
め
比
較
法
的
検
討
は
イ
ギ
リ
ス
会
社
桧
の
下
で
の
取
締
役
報
告
書
、
ァ
ラ
シ
ヌ
会
佳
彦
の
下
で
の
取
締
役
会
報
告

ド
イ
ン
株
式
訟
の
ヤ
で
の
営
業
麹
答

書
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
訴
訟
の
下
で
の
縁
主
宛
平
次
報
告
書
と
比
叡
し
て
考
察
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

商法ょの会社開示制度

書、

7
9
ぷ
ス
会
祉
法
の
下
で
の
状
況
報
脅
番
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
寵
券
取
引
所
法
の
下
で
の
箆
券
取
引
委
員
今
信
州
の
年
次
報
告
書
二

0
1
Z緑

告
書
)
と
比
較
し
て
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
前
者
は
、
そ
れ
が
直
接
綾
主
に
送
制
す
べ
き
も
の
と
き
れ
て
い
る
が
〔
イ
ギ
リ
ス
一
九
六

七
年
会
社
法
二
四
条
、
フ
ラ
ン
ス
会
社
社
弘
二
ハ
一
一
条
、
ア
メ
リ
刀
匠
券
取
引
委
員
令
議
則
F

四
a

v

一一v
、
後
者
は
秘
主
へ
の
直
後
送
付
が
法
上

当
然
に
義
務
づ
付
ら
れ
て
い
な
し
か
ら
で
あ
る
{
ド
イ
ツ
法
式
法
一
四
八
条
、
フ
ク
J

ス
会
社
法
ご
羽
O
条
、
ア
メ
リ
カ
証
券
段
引
所
法
一
=
一
条
例

項
ー
し
た
が
っ
て
、
後
者
同
盟
不
方
議
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
の
附
属
明
針
舎
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

も
勺
と
も
、
星
川
長
七
「
株
式
会
社
に
お
け
る
経
盤
情
報
め
関
口
ホ
」
欧
街
役
忠
実
畿
放
語
一
六
七
頁
{
昭
和
四
七
辱
v
、
灘
奔
良
憲
「
脅
業
報
告

書
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
大
阪
先
生
古
賀
記
念
企
業
法
の
研
究
一
五
七
頁
(
昭
和
五
二
年
)
は
、
わ
が
闘
の
営
業
報
告
書
に
つ
い
亡
の
比
綬
法
的
検

討
と
し
て
、

4

4
り
ス
A
否
停
&
ょ
の
取
締
役
報
告
書
と
並
ん
で
日

4
ク
終
正
法
ょ
の
嘗
業
報
告
書
を
も
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。

業
務
報
告
書
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
役
術
分
担
と
し
て
口
前
者
を
直
接
関
2

不
の
手
段
後
者
を
関
接
開
示
の
手
段
と
し
て
把
え
る
の
み
な
f
b

ず
業
務
報
告
書
は
す
べ
て
の
棒
主
正
送
付
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
詳
細
な
記
載
内
容
を
有
す
品
附
鳳
場
納
容
ほ
緑
主
の
個
別
的
主
務

6 

求
W
K

応
じ
て
こ
れ
を
…
送
付
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
者
え
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
所
訟
の
下
で
の
証
券
取
引
委
員
会
規
則
は
、
記
戦
要
求
の
少
な
し
株
主
元
年
次
報
告
書
は
す
べ
て
の
縁
主
に
送
付
し
な
M

りれ

ば
な
ら
な
い
が
、
徐
主
が
請
求
す
る
と
さ
ほ
会
社
は
証
券
取
引
委
員
会
に
層
制
る
詳
細
な
記
載
内
容
の
年
次
報
告
書
士
。

l
k
報
告
書
)
の
写
し

を
b

の
椋
主
に
送
付
予
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
ハ
ア
メ
リ
カ
証
券
高
官
安
員
会
姐
前
一
四

a

川
剛
)
凶

c

凶
思
こ
と
は
、
こ
の
点
で
参
考

と
な
り
ち
る
。
神
崎
克
郎
「
株
式
会
社
の
公
開
と
嘗
業
報
告
書
」
商
事
手
揚
八
-
九
号
七
貢
〔
昭
和
五
四
年
)
参
照
・

7 

改
正
鼠
索
は
、
機
動
報
告
書
の
内
容
は
定
時
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
が
附
属
現
級
審
の
内
容
は
定
時
総
舎
に
報
告
す
る
こ
と
を
要

レ
な
し
も
の
と
し
て
お
り
、
内
容
の
定
時
総
会
へ
の
報
告
の
要
台
も
業
蕗
型
告
書
と
附
属
明
細
奮
を
一
分
付
る
相
違
点
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
@
し

か
し
、
こ
の
点
は
、
実
質
的
に
は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
橡
式
今
荘
の
俊
闘
に
闘
す
る
改
正
抗
案
は
、
株
主
の
法
主
総
会

" 



n 

に
お
付
る
質
問
権
を
、
「
株
主
事
の
行
使
に
必
要
な
限
り
L

で
、
「
会
棋
の
目
的
た
る
事
項
に
L

つ
い
て
の
み
認
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
E

と
こ
ろ

で
、
業
務
報
告
書
の
肉
容
は
禄
主
総
会
に
お
い
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
砂
ギ
ヨ
か
質
問
継
を
希
使
で
禽
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
附
属
明
細
書
の
肉
容
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
貸
憎
対
照
表
、
損
猛
計
算
書
お
よ
び
業
窃
報
告
書
の
「
附
属
」
明
細
書
モ
あ
る
こ
と
か
ら
、

絵
主
の
質
同
権
か
及
ぶ
も
の
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

2 

業
務
報
告
書
の
包
載
事
項

国

会
社
の
業
務
の
状
況
に
関
す
る
重
要
な
事
粛
を
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
し
」
と
述
べ
て
、
業
務
報
告
書
の
包
戦
車
項
を
法
務
省
令
で
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
ロ
改
主
試
案
に
お
げ

る
業
務
報
告
書
に
対
応
す
る
現
村
商
法
上
の
営
業
報
告
書
は
、
そ
の
記
載
事
項
が
具
体
的
に
法
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
う
て
、
改
正
試

案
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
現
行
法
を
大
さ
く
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

業
務
報
告
書
は
、
徐
主
に
直
接
送
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ヅ
シ
ピ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
極
め
て
優
れ
た
情
報
開

そ
の
記
載
内
容
が
充
実
し
た

改
止
試
案
は
、
「
業
務
報
告
書
に
は

法
蕗
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

a志雑学法

示
の
手
段
で
あ
る
・

そ
れ
が
実
際
上
、
情
報
陶
芸
の
た
め
に
有
用
な
機
能
を
ね
た
す
た
め
に
は
、

し
か
し
、

戸

も
の
で
あ
る
と
と
を
必
要
と
し
、
そ
の
最
少
限
の
包
載
事
項
が
法
定
き
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

神

イ
ギ
リ
ス
会
祉
法
ぼ
、
一
九
六
七
年
の
改
正
前
に
お
い
て
は
、
改
正
試
案
に
お
り
る
業
務
報
告
書
に
対
応
す
る
一
取
締
役
報
告
禽
児
、
「
徐

主
が
会
社
の
状
況
を
杷
諺
干
る
の
に
重
要
な
限
り
で
、
蛍
業
年
度
に
お
け
る
会
社
の
蛍
業
の
性
質
、
会
社
の
子
会
社
ま
た
は
会
社
が

剃
奮
闘
揺
を
有
す
る
種
類
の
嘗
繋
の
変
更
」
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
が
、
会
祉
法
の
改
正
を
検
討
し
た
シ
エ
シ
キ
ン
ズ
委
員

会
の
報
告
書
は
、
当
時
の
取
締
役
報
告
書
の
実
情
に
闘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
取
締
役
報
告
書
の
記
載
事
項
を
具
体
的
に
法
定
す
る

と
と
を
勧
告
し
た
。

か蚕

量三
喜A

;i 
ii 
で貧
き g聞

か多

取の
締批
役判

長号

量Z
ひ事
か突
きさ支
れ々

己ν れ

t 



そ
し
て

イ
ギ
り
ス
会
祉
法
の
権
威
香
は
、
歌
締
役
報
告
書
の
記
載
事
項
の
法
定
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
一
九
六
七
年
法
以
前
に
お
い
て
は
、
〈
取
締
役
)
報
告
書
は
、
形
式
的
で
、

書

殆
ん
ど
価
値
の
な
い
も
の
で
あ
。
た
。
し
か

そ
れ
ら
は
、
営
業
年
度
ご
と
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
計
算
書
に
お
し
て
は
都
合
よ
く
衰
U

示
す
る
こ
乙
が
で
き
な
い

内三

と
4
4
え
ら
れ
る
情
報
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
」

し
、
今
や
、

商法ょの会社開示制度

一
九
七
四
年
に
同
委
員
会
の
規
則
}
四

a

て
、
株
主
犯
の
年
次
報
告
書
の
記
撃
事
項
を
詳
細
に
法
定
す
る
に
当
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
巴

「
株
主
宛
年
次
報
告
書
は
、
畏
年
の
問
、
経
営
者
と
証
券
保
有
者
の
閣
の
通
信
の
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
4
4
え
ら
れ
て
き
た
@
か

か
る
報
告
書
は
、

ま
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
証
券
取
引
委
員
会
は
、

一四

c
-ニ
を
改
E
し

一
一
一
お
よ
び

か
っ
、
情
報
を
理
解
し
や
す
く
し
か
も
時
に
は
斬
新
な
様
式
で
圭
一
ホ
し
て
い

る
た
め
に
続
み
キ
す
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
行
者
の
中
に
は
、
現
行
委
任
状
規
則
に
よ
り
要
求
さ
れ
る
基
本
的
な
財
務
情
報
以
外

そ
の
事
業
に
関
し
て
ほ
ん
の
僅
か
の
意
味
の
ゐ
る
情
報
し
か
表
示
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
駐
券
保
有
者
が

一
般
に
、
法
律
技
術
的
な
阿
奮
を
遂
げ
、

に

は

幻

発
行
者
の
嘗
菜
、
経
営
者
、
活
動
お
よ
び
財
務
状
態
に
関
す
る
意
味
の
あ
る
情
報
の
提
供
を
受
叫
り
る
こ
と
が
公
益
に
合
致
す
る
も
の
で
あ

ハ
Z
V

り
、
か
つ
株
主
宛
の
年
次
報
告
書
が
こ
の
種
の
情
報
を
提
供
す
る
の
に
現
在
利
用
可
能
な
最
適
の
手
段
で
あ
る
と
信
ず
る
己

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
わ
が
固
に
お
付
る
現
行
の
営
業
報
告
書
お
よ
び
改
E
試
案
の
業
務
報
告
書
に
も
阿
様
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
っ

《

‘

》

て
、
業
務
報
告
奮
が
有
意
畿
な
開
示
手
段
と
し
て
十
分
の
機
銘
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
最
少
恨
の
記
載
事
項
が
具
体
的
に
法
定
さ
れ
る

と
と
を
必
要
と
す
る
。
業
務
報
告
書
の
飽
畿
事
項
の
具
体
的
な
法
定
に
対
し
て
は
、
そ
れ
が
関
口
示
に
つ
い
て
の
「
合
華
の
創
意
工
突
を
被

m

s

v

n

s

v

 

殺
し
、
企
業
聞
の
陶
器
を
め
ぐ
る
続
争
意
欲
を
そ
く
」
と
か
開
示
に
つ
い
て
は
企
業
の
自
主
性
を
一
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

《

2
》

反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
@
な
る
程
、
業
務
報
告
書
の
記
載
事
項
の
法
定
が
、
法
定
さ
れ
た
事
項
以
外
の
事
情
恨
の
記
載
を
禁
止
し
、

あ
る
い
は
記
載
方
訟
を
-
定
の
も
の
に
限
定
し
て
し
ま
う
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
業
蕗
報
告
書
に
よ
る
理
不
に
つ
い
て
の
企
突
の
創
意
エ

突
を
減
殺
す
る
も
の
で
あ
り
て
不
当
で
あ
し
可
し
か
し
、
そ
れ
が
業
蕗
報
告
奮
の
最
少
阪
の
記
載
事
項
を
法
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り



株
主
が
翠
解
し
ぞ
す
い
よ
う
に
企
業
に
そ
の
表
ロ
ポ
方
法
を
寸
一
夫
き
ぜ
る
も
の
で
め
る
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
批
判
は
当
ら
な
し
@
ま
た
、
法

律
上
の
掴
型
不
要
務
は
、
開
示
を
す
る
者
に
対
し
て
、
そ
れ
が
都
合
の
惑
い
も
の
で
あ
っ
て
も
開
コ
不
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
の
を
本
質
問
な

《
A
習
》

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幽
凋
宗
に
つ
い
亡
の
企
業
の
自
主
性
を
そ
く
と
の
翌
歯
で
業
務
報
告
書
の
記
載
事
項
の
具
体
的
な
法

" 
定
に
反
対
す
る
こ
と
は

E
当
な
も
の
で
は
な
い

改
正
試
案
は
、
業
蕗
報
告
書
の
記
載
事
項
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
と
し
て
次
の
も
の
を
Z

不
唆
し
て
い
る
・

皿

入
お
よ
び子貸

型童書
まの照
た数表
は、お

望豊喜
の産損

華f苦
ぴ算

総省
資め
本作
、成

i i 
の採

草T
本た

に"お要

i f z針
す

言
ら
15 

子

会
伍
の

基

る
収

刷

誌雑

，.} (例

大
株
主
お
よ
び
そ
の
持
株
数
な
ら
び
に
大
株
主
が
稔
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
、
会
些
か
そ
の
計
算
に
お
し
て
取
得
し
て
い
る
当

学

該
株
式
会
社
の
様
式
の
数

d
 
過
去
三
年
の
営
業
成
績
の
比
較

決
算
納
後
に
生
じ
た
会
社
の
業
務
に
関
す
る
重
要
な
事
実

法戸神

(f) (e) 

役
員
の
欽
お
よ
び
報
酬
の
総
額
。
使
肩
入
と
し
て
の
給
与
は
別
記
V

会
社
が
線
俄
で
し
た
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
〈
反
対
給
付
に
比
し
著
し
く
一
過
大
な
給
付
を
含
む
)
の
総
額

会
社
の
業
替
の
状
況
及
び
将
来
の
見
極
し
に
つ
い
γ
て
の
検
討
の
結
果

ω'g} m 

そ
の
他
会
社
の
業
協
に
闘
す
る
重
要
な
事
項

例
の
会
計
方
針
は
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
が
表
示
す
る
計
数
的
情
報
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
判
断
す
る
た
め
の
情
報
で
あ

る
。
し
た
が
台
て
、
そ
れ
は
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
と
工
作
と
し
て
有
意
義
な
情
報
提
供
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

現
行
計
算
書
類
規
則
が
、
会
社
が
会
計
処
翠
の
方
法
を
変
更
し
た
喝
舎
は
そ
の
旨
お
よ
び
そ
の
変
貢
に
よ
る
増
減
額
を
貸
借
対
照
表
ま
た



は
損
益
計
算
書
に
注
記
す
べ
き
旨
を
定
め
て
U
る
(
計
算
規
三
条
〉
よ
う
に
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
奮
に
注
記
さ
れ
る
べ
き
も

《

泊

》

の
で
あ
る
。

制
お
よ
び
伺
の
子
会
社
お
よ
ぴ
大
橡
主
に
関
す
る
情
報
は
、
会
社
の
所
有
関
係
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
ゐ
り
、
会
社
の
直
接
開
示

《

狙

》

の
肉
容
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
ゐ
る
。

閣
の
過
去
一
二
年
の
蛍
業
成
績
の
比
較
は
、
営
業
の
状
況
の
時
系
列
的
評
価
の
た
め
の
情
報
で
あ
っ
て
、
取
締
役
の
経
蛍
責
任
の
判
断
に

と
り
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ωの
う
ち
の
会
社
の
業
弱
の
状
況
に
つ
い
て
の
検
討
の
結
果
は
、
己
主
の
営
業
年
度
の
業
務

商法七の会社開示制度

の
状
況
の
説
明
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
凶
の
う
ち
将
来
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
検
討
の
結
果
は
、
取
締
役
に
よ
る
会
社
の
業
務
に
つ
い
て

の
将
来
見
透
し
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
何
の
後
発
事
象
は
、
直
近
の
者
強
来
年
度
終
了
後
の
重
要
な
事
態
を
開
示
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
@
そ
れ
ぞ
れ
、
株
主
が
会
社
の
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
情
細
微
で
あ
る
。

間
の
役
員
の
数
お
よ
び
報
酬
の
総
額
は
、
こ
れ
を
緑
主
に
直
也
慢
に
関
口
ボ
さ
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
役
員
の
報
酬
を
合
理
的
な
範
囲
内
の

も
の
に
さ
ぜ
る
と
と
を
意
図
し
て
業
務
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
‘
取
締
役
の
報
酬
は
、

お
草
盛
防
止
の
趣
育

圏
内
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、

iJ 

か
ら
定
款
ま
た
は
綜
主
総
会
の
決
議
で
定
め
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
(
商
法
三
六
九
条
)
、

閣
の
会
社
が
行
な
O

た
無
償
で
の
利
益
供
与
の
開
立
不
は

一
方
で
は
、
会
社
の
総
会
屋
等
に
対
す
る
不
当
な
利
益
供
与
を
抗
抑
制
す
る
と

~ 

共
に
、
他
方
で
は
、
会
社
が
行
な
う
越
善
寄
附
お
よ
び
政
治
献
金
等
に
つ
い
て
も
企
業
の
祉
会
的
責
任
の
関
係
カ
ら
こ
れ
を
あ
き
ら
か
忙

き
ぜ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
E

も
ヲ
と
も
、
「
正
当
な
寄
附
を
含
め
業
進
の
別
滑
な
遂
存
に
必
要
な
ま
山
町
を
す
べ
て
合
計
し
て
開
革
す

九
川

u
u

る
こ
と
に
ど
れ
程
の
意
味
が
あ
る
か
」
と
E
当
に
も
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
総
会
屋
等
に
対
す
る
ι

支
出
と
慈
普
寄
附
、
政
治
献
金
を
区
別

す
る
二
と
な
く
そ
の
総
額
の
み
の
爾
示
を
要
求
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、
業
務
報
告
書
で
は
詳
細
な
内
容
は
必
要
で
は
な
い
が
、
慈

善
寄
附
、
政
治
献
金
、
総
会
屋
へ
の
支
出
、

お
よ
び
一
般
儀
礼
的
出
摘
等
に
わ
吋
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を
記
載
す
る
よ
う
に
さ
れ
る
べ



" 

《

υ
M
V

き
で
あ
る
。

川
の
「
そ
の
他
会
社
の
業
訪
に
関
す
る
重
要
な
事
項
し
は
、
同
か
ら
凶
に
具
体
的
に
列
挙
す
る
も
の
以
外
の
「
重
要
な
事
実
」
を
業
務

報
告
書
に
記
載
き
ぜ
る
た
め
の
項
目
で
あ
る
@
万
華
鎖
的
な
多
様
位
を
も
っ
現
実
の
会
社
の
状
況
に
対
応
し
て
、
業
務
報
告
書
に
記
議
す

べ
き
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
す
べ
て
想
定
し
て
具
体
的
K
列
挙
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
ま
た
不
合
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
「
残
余
事
項
」
の
記
載
を
参
求
す
る
項
目
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
B

xxx 
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わ
が
留
の
現
行
商
法
の
下
で
の
嘗
業
報
告
書
の
中
に
は
、
今
荘
の
営
業
の
舞
況
に
つ
い
て
詳
細
に
鋭
萌
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
中
に
は
、
省
幽
果
伝
平

陵
中
に
お
げ
る
わ
が
国
aw済
の
一
般
的
状
況
お
よ
び
会
荘
が
属
す
る
産
業
界
の
一
般
的
状
況
を
述
ぺ
た
後
に
、
会
社
の
当
該
営
業
年
度
の
売
上
高
お

よ
び
当
期
利
益
の
金
額
以
外
に
は
殆
ん
ど
意
味
の
あ
る
情
報
を
鍾
供
し
な
い
も
の
が
少
な
〈
な
い
・

た
し
か
に
、
全
国
豊
雄
会
迎
合
会
-
「
線
式
会
社
の
計
算
・
公
周
に
隣
す
る
改
主
紙
乗
L

に
対
す
る
意
見
(
昭
和
五
五
年
三
月
)
久
旦
が
述

べ
る
よ
う
に
、
閉
官
制
度
の
立
法
に
関
し
て
は
「
い
た
ず
ら
に
開
訴
園
の
立
法
例
を
理
想
像
と
し
て
追
う
こ
と
L

は
愚
か
し
い
こ
と
で
あ
る
a

し
か

し
、
他
方
で
は
、
開
表
制
度
の
立
法
に
闘
し
て
も
、
諸
外
薗
の
立
法
動
向
を
配
慮
し
な
い
こ
と
も
問
機
に
尽
か
し
い
こ
と
で
あ
る
・
そ
し
て
、
わ
が

国
に
お
い
て
は
、
歯
外
匿
に
お
い
て
そ
の
例
を
見
な
い
よ
う
な
膨
大
な
金
員
が
総
会
屋
に
支
払
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
開
茅
が
蛍
誕
報
告
書
に

お
い
て
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
安
檎
に
鑑
み
る
と
き
は
、
周
意
見
誤
「
わ
が
国
の
風
土
土
壌
に
適
し
現
実
に
即
し
た
L

関
宗
制
度
の
立
訟
を

要
請
し
て
い
る
よ
う
に
、
総
会
屋
等
へ
の
金
銭
の
支
内
を
も
含
め
た
一
定
の
事
項
砂
義
務
報
告
替
に
記
殺
す
る
よ
う
に
割
安
変
ず
る
こ
と
は
ま
さ
に
妥

宅件

4 

法戸神

当
で
あ
る
固

s 

経
済
団
休
越
正
官
会
・
「
槍
式
会
訟
の
貯
穿
・
会
聞
に
掬
す
る
改
宣
伊
実
』
に
対
す
る
意
見
〔
昭
和
五
五
年
二
月
二
六
日
三

の
愈
貝
は
、
商
法



e 
七
つ
難
勧
官
報
告
書
に
は
会
社
の
醤
誕
の
経
嵐
お
よ
か
会
祉
の
現
況
を
記
載
す
る
」
と
mm定
し
、
業
動
報
告
書
の
具
体
的
な
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
企

業
の
自
主
的
判
断
に
委
ね
る
べ
さ
で
あ
る
と
す
る
E

大
辰
工
業
会
・
「
縁
式
会
社
の
叶
弊
・
公
開
に
隠
す
る
改
正
獄
事
企
陀
対
す
る
当
会
の
意
見
ハ
昭
和
五
五
年
=
耳
一
八
回
三

全
国
鯵
告
協
会
濯
合
会
「
株
式
会
社
の
併
動
・
公
開
に
関
す
る
改
正
鼠
寮
」
に
対
す
る
意
見
(
昭
和
五
主
事
ご
一
月
一
八
回
V

は
、
「
争
荘
が
僚

主
等
に
直
俊
開
示
す
る
令
在
の
業
績
、
経
営
の
実
態
に
隠
す
る
術
桜
は
、
そ
の
利
用
者
に
E
当
に
理
解
、
評
価
き
れ
る
も
の
で
な
り
れ
ば
な
ら
3
1て

そ
の
た
め
に
は
開
示
さ
れ
る
情
報
は
、
単
に
一
時
点
の
計
数
皆
に
と
E
夢
。
す
、
A
R

社
経
営
に
つ
い
て
長
期
的
な
視
野
に
た
ち
、
内
外
の
経
済
e

社

会
情
勢
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
判
断
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
L

と
の
理
由
で
、
築
造
報
告
書
の
記
議
象
頑
を
訟
定
す
る
と
し
て
も

「
会
韮
の
業
語
、
営
業
の
現
況
を
配
載
す
る
」
観
皮
の
概
括
規
定
に
と
ど
め
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
。

経
済
同
友
会
・
「
株
式
会
社
の
針
葉
・
ハ
命
闘
に
関
す
る
改
主
原
衆
」
に
対
す
る
意
見
〔
昭
和
五
五
年
-
一
言
月
一
一
一
日
)
は
、
「
構
造
報
省
笹
の
性
格

づ
け
と
圏
示
す
ぺ
さ
最
低
限
の
記
総
事
項
を
怯
定
す
る
こ
L
Hは
、
そ
の
方
向
と
し
て
適
当
と
考
え
る
」
と
す
る
@

機
主
出
何
通
報
告
書
の
最
少
阪
の
配
畿
事
項
を
法
定
し
そ
の
記
態
方
桧
お
よ
び
追
加
的
記
載
内
容
に
つ
い
て
取
締
役
に
裁
量
を
与
え
亡
、
取
締
役

《

7 

商法上の会社開示制度

《

8 
) 

カ
庫
旗
開
官
不
に
つ
キ
十
分
の
創
愈
工
夫
を
な
し
偽
る
も
の
と
す
る
こ
と
の
妥
詣
牲
に
つ
き
、

E
B自
F

ora富
事
幡
宮
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H
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h
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M
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9 
》

習
不
を
肴
な
う
者
に
都
舎
の
よ
し
事
墳
の
み
を
一
間
ホ
さ
ぜ
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
律
か
そ
の
よ
う
な
習
不
を
要
請
す
る
必
要
は
な
い
e
取
締
役
の
昼

蛍
責
任
あ
る
い
は
合
棄
の
社
会
的
責
荏
に
隠
し
て
回
目
ホ
が
要
衝
き
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
曾
不
を
告
な
う
会
社
ま
た
は
そ
の
経
営

者
に
都
合
の
惑
い
事
項
を
も
剛
図
示
を
す
る
こ
と
主
強
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
み
の
よ
ろ
な
喧
制
は
、
そ
も
そ
も
「
自
主
的
」
な
圏
示
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
・

" 
も
っ
と
も
、
滞
在
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
援
術
的
事
項
に
か
か
わ
る
こ
シ
一
、
活
字
が
通
常
は
小
さ
い
こ
と
、
お
よ
び
注
記
事
項
が
多
い
と
き
は
験

者
の
注
意
を
ひ
き
に
く
い
こ
と
は
留
意
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
・
武
図
隆
二
「
業
務
報
告
書
の
記
続
事
項
の
分
析
的
評
価
」
産
業
経
理
四
O
巻
五
号

n 

-
二
買
A

昭
和
五
五
年
〉
多
照
ー



m 

子
令
荘
情
報
は
、
平
会
社
を
利
用
し
た
扮
飾
決
努
へ
の
対
処
と
し
て
そ
の
関
矛
が
重
要
な
窓
味
を
有

νて
し
る
・
ま
た
大
依
主
情
報
の
中
に
は
、

株
式
の
相
互
畳
有
に
関
す
る
も
の
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
乙
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

〈ロ
v

経
済
団
体
連
合
会
「
株
式
会
社
の
計
算
・
八
会
聞
に
買
す
る
按
正
拭
業
」
に
対
す
る
息
見
A

昭
和
五
五
年
二
月
二
六
日
】
、
関
商
経
済
連
合
会

徐
式
会
社
の
計
算
白
公
開
の
制
度
改
正
に
の
リ
い
て
(
昭
和
五
五
年
三
月

-
O
日
v
、
鍾
済
同
友
会
・
「
縫
え
令
証
の
計
算
公
開
に
欝
す
る
改
音
読

寮
」
に
対
す
る
意
見
A

唱
和
孟
亙
年
三
月
一
一
一
日
)
、
大
阪
エ
検
会
「
株
弐
会
社
の
計
算
公
開
に
蘭
す
る
改
主
試
家
」
w
k
対
す
る
当
会
の
意
見

《
昭
和
五
五
年
三
月
-
八
日
V

等
は
、
役
員
報
副
聞
が
徐
主
鎗
会
の
承
認
を
得
て
お
り
、
か
っ
附
属
現
細
書
に
よ
っ
て
関
接
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
型
自

に
、
役
員
誕
輔
の
麿
ポ
を
禁
致
報
告
書
で
行
な
う
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。
し
治
し
、
株
主
総
会
で
の
承
認
は
、
そ
の
金
額
を
鎌
主
に
広
く
知
ら
ぜ

る
こ
と
に
役
立
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
附
満
明
細
密
で
の
関
接
開
示
は
喫
除
上
の
刺
周
の
少
な
さ
か
ら
、
役
員
報
皿
慨
を
社
会
箭
に
合
理
的
な
範
囲

n 
》

xxx 古志

に
お
さ
え
る
機
能
を
十
分
に
は
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
@

経
済
団
体
連
合
会
・
「
豊
幸
祉
の
計
算
・
公
開
に
関
す
る
改
変
念
場
竺
に
対
す
る
意
見
嗣
和
五
五
年
ニ
月
一
二
一
ハ
目
)

維

〈
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学

イ
ギ
リ
ス
会
社
訟
は
一
九
六
七
年
良
一
九
条
で
政
治
献
金
と
慈
善
寄
附
を
一
分
け
て
取
締
役
報
告
書
に
配
載
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
要
求
ほ
「
J

エ
ン
キ
シ
ズ
委
員
会
に
よ
勺
て
勧
告
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
な
雄
物
で
あ
る
と
強
く
攻
撃
き
れ

て
し
る
が
稔
主
は
、
自
分
遣
の
金
銭
に
よ
っ
て
と
の
よ
う
な
慈
香
お
よ
び
政
治
上
の
目
的
が
支
持
き
れ
て
い
る
か
知
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
理
由

《

M
V

法戸伸

で
多
分
に
正
当
化
さ
れ
う
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
e

M • 目、，
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附
属
現
綱
審
の
記
載
事
項

改
E
試
案
は
、
「
附
属
明
細
書
に
記
載
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、

る
附
属
明
細
嘗
め
記
載
事
項
と
し
て
、
次
の
も
の
主
不
唆
し
て
い
る
固

法
器
省
A
T
で
定
め
る
一
と
す
る
と
共
に
、

法
務
省
令
で
定
め

{b) ( .. ) 

資
本
金
お
よ
び
準
備
金
の
増
減

社
債
の
明
細



商怯よの会社関示制度m 

(叫

固
定
資
阜
の
取
得
お
よ
び
処
分
の
明
釦
開

設
備
投
資
の
明
細

同)[，) 

資
産
に
つ
き
設
定
し
て
い
る
担
保
権
の
明
細

(gl (r) 

支
配
株
主
に
対
す
る
債
権
の
明
細

自
己
株
式
の
取
得
事
由
別
の
株
式
数

[W 

担
保
と
し
て
有
す
る
自
己
縁
式
の
数
等

担
保
と
し
て
有
す
る
親
会
社
の
株
式
の
歓
等

(i) (k) (j) 

子
会
社
に
対
す
る
出
資
の
明
細

子
会
社
と
の
聞
の
債
権
債
務
の
明
紹

子
会
社
と
の
蛍
業
取
引
の
同
和

子
会
社
の
棚
卸
資
産
の
う
ち
会
社
の
販
売
し
た
も
の

子
会
社
が
取
得
し
、
ま
た
は
担
保
と
し
て
有
す
る
会
社
の
株
式
の
数
等

111 炉事["[ (q) (p) 約)

商
法
ニ
八
七
条
ノ
ニ
に
規
定
す
る
引
当
金
計
よ
の
理
由
お
よ
び
計
上
す
る
額
の
算
定
方
法

取
締
役
が
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
し
た
会
社
の
営
業
の
部
類
に
周
す
る
取
引
の
明
細

取
締
役
、
監
査
役
ま
た
は
支
配
株
主
が
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
た
め
に
会
社
と
し
た
取
引
の
明
細

他
の
会
社
の
無
限
責
任
社
員
ま
た
は
取
締
役
で
あ
る
取
締
役
の
氏
名
な
ら
び
に
そ
の
会
社
の
商
号
お
よ
び
木
信

会
社
が
無
償
で
し
た
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
の
供
与
八
反
対
給
付
に
比
し
著
し
く
過
大
な
給
付
を
含
む
〉
の
明
細

株
主
と
の
遜
例
的
で
な
い
取
引
の
明
細

r
 

g
 
t
 

(
 
現
行
許
算
書
類
規
則
は
、
附
属
明
細
書
に
、
資
本
金
お
よ
び
準
備
金
の
増
歳
、
固
定
資
産
の
取
得
お
よ
び
処
分
の
明
細
、
支
配
株
主
お



初

よ
ぴ
子
会
誌
に
対
す
る
債
権
の
現
畑
、
子
会
社
の
株
式
ま
た
は
持
分
の
明
縮
、
資
産
に
つ
か
て
設
定
し
て
い
る
担
保
継
の
明
街
、
商
法
二

の八
舞七
定条

喜三
取規

事手

i; 
たよ

支て

E雪
主る

のさ
間特
の定
取の
引支
の出
現ま
細た

取損
締失
役が

E管
払る
。と

た認

高f
のれ
綴る
お彊
よ由
ぴお

E i 
E宇
宅長

た
報
闘
の
領
、
な
ら
び
に
「
会
社
の
財
産
お
よ
び
損
益
の
状
態
に
関
す
る
重
喜
な
事
項
」
を
記
載
す
べ
き
も
の
左
し
て
い
る
(
計
算
規
四

五
条
)
し
た
が
ヨ
て
、
右
の
号
ち
、
刷
、
倒
、
倒
、
川
、

ω、
ωお
よ
び
附
は
、
現
行
法
が
既
に
附
属
明
細
密
の
記
喰
事
実
と
し
て
要

求
し
て
い
る
も
の
で
ゐ
り
、
闘
の
社
債
の
明
縮
、
仙
の
設
備
投
資
の
明
縮
、
側
、

ωお
よ
び
川
の
自
己
他
界
式
お
よ
び
規
会
社
棒
弐
の
取
得

玄xx

慣に
で関
のす
尉る

喜重
与
の('(
需な
し、
、し

お同
ょの
ぴ子
(t(会
の社
株に
主関
とす

'"あ

脅霊
的
で>1
なお
u、よ
取ぴ
引(，(
のの

需品
が役
新の
し続
く業

E王
国は
勢
書力
の集
記中

事関
項す

l i 
者ミ

唆(，)
きの
れ無

誌錐

て
い
る
も
の
で
あ
る
@

学

新
し
く
附
開
明
細
書
の
記
載
事
攻
と
し
て
示
唆
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
似
の
社
債
の
明
細
お
よ
び
仙
の
設
備
投
資
の
明
細
は
、
そ
れ
ぞ

れ
資
金
調
達
の
状
況
お
よ
び
設
備
投
資
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
の
事
項
で
あ
る
。
問
、
刷
、
川
お
よ
び
附
は
、
自
己
比
陣
式
の
取

法戸

会

主

i 

i 

重

量

神

判
断
す
る
た
め
の
資
料
を
提
供
す
る
た
め
の
事
者
で
あ
る
@
さ
ら
に
陶
な
い
し
阿
は
、
子
会
社
を
利
関
し
た
経
避
の
不
正
な
操
作
を
防
止

す
る
た
め
に
子
会
社
情
報
を
詳
細
に
開
示
さ
せ
る
こ
と
を
白
的
と
す
る
事
項
で
あ
る
e

こ
れ
に
対
し
て
、
例
お
よ
び
同
の
取
締
役
の
競
梁
ま
た
は
勢
カ
集
中
に
関
す
る
事
項
は
、
取
約
役
の
蹄
華
取
引
ま
た
は
勢
カ
集
中
の
状

況
を
あ
き
ら
か
に
し
て
、
機
主
等
が
取
締
役
の
会
社
と
の
問
に
有
す
る
刺
客
関
係
ま
た
は
会
社
と
の
関
与
度
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
@
ま
た
、
同
の
会
社
が
無
償
で
し
た
財
産
上
の
利
義
供
与
の
明
細
お
よ
び

ωの
縁
主
と
の
遇
胤
内
的
で
な
い
取
引

の
明
細
は
、
会
社
財
産
が
ど
の
よ
号
な
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
会
社
が
一
部
の
株
主
L

乙
の
闘
で
ど
の
よ
う
な
異
常
な
取

引
を
し
て
い
る
の
か
を
徐
主
等
に
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ヲ
て
、
取
締
役
の
緩
蛍
責
任
お
よ
び
企
業
の
社
会
的
責
任
と
の
関
係
で
こ



れ
ら
の
事
項
を
関
ま
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
と
り
わ
け
同
の
会
社
が
然
償
で
し
た
尉
豆
よ
の
利
益
供
与
の
明

細
お
よ
び

ωの
株
主
と
の
通
例
的
で
な
い
取
引
の
明
細
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
治
監
査
事
項
と
さ
れ
て
い
る
と
と
で
法
の
規
制
目
的
が
達
成

n
E〕

さ
れ
る
と
し
て
、
附
属
明
細
書
の
包
載
事
項
か
ら
一
除
外
す
ぺ
主
で
あ
る
と
の
強
い
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

監
査
制
度
は
そ
れ
に
よ
。
て
違
法
な
行
為
を
摘
発
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
藍
査
が
遺
正
に
行
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
違
法
な
行

為
を
阻
止
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
経
済
団
体
連
合
会
の
意
見
が
「
企
業
は
、
経
営
政
策
の
一
環
と
し
て
正
当
な
寄

附
を
符
な
う
と
と
が
あ
る
L

と
述
べ
て
い
し
何
日
う
に
、
会
社
が
無
償
で
行
な
う
財
産
上
の
利
益
供
与
の
多
く
の
も
の
、
あ
る
い
は
橡
主
と

商法上の会社開示制度

の
適
例
的
で
な
い
取
引
の
相
当
の
も
の
は
そ
れ
自
体
違
法
な
も
の
で
は
な
し
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
違
法
で
な
い
場
合
に
も
、
徐

主
は
、
取
締
役
の
経
蛍
責
怪
あ
る
い
は
企
業
の
社
会
的
責

ιの
監
視
に
関
係
し
て
、
そ
の
明
細
を
知
る
剰
益
を
有
し
て
い
る
e

す
な
わ

ち
、
味
主
司
会
社
の
財
産
が
慈
善
寄
附
ま
た
は
政
治
献
金
そ
の
他
の
目
的
に
「
適
訟
に
」
安
出
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
合
社
が
一
部
の
橡

主
と
通
例
的
で
な
い
取
引
を
「
適
法
に
」
行
な
う
場
合
に
も
、
そ
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
取
締
役
の
経
蛍
責
任
ま
た
は

企
業
の
社
会
的
責
伝
に
関
連
し
て
知
る
正
当
の
利
益
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
利
益
は
、
監
孟
役
ま
た
は
会
軒
監
査
人
の
監
査
に

《

3
v

よ
り
て
は
十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
・

1 

犬
伝
工
業
会
「
棒
式
会
証
の
酔
鉢
量
測
に
関
す
る
改
正
試
案
」
に
対
す
る
当
会
の
意
見
〈
昭
和
Z
五
年
三
月
一
八
昼
、
草
草
商
工
会
議
所

・
「
持
茸
会
社
の
計
掠
伝
闘
に
関
す
る
故
主
伊
寮
」
に
対
す
る
意
見
ハ
昭
和
五
主
仔
四
月
一

O
日
V

お
よ
び
日
本
証
券
業
也
会
等
旺
券
酋
図
体

「
縁
弐
会
社
の
肝
弊
公
開
に
関
す
る
改
主
試
案
」
に
対
す
る
意
見
(
昭
和
五
五
写
四
月
一
六
日
V

は
、
「
叢
甚
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
監
蚕
報
告
書

に
E
E噂
す
る
こ
と
で
足
り
る
L

と
の
mJ
自
で
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
一
附
属
明
細
書
の
記
載
事
項
か
ら
除
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
回
し
か
し
、
経
隣
国
立
体

迎
合
会
「
株
式
会
社
の
計
算
・
ハ
命
聞
に
闘
す
る
改
正
夜
業
」
に
対
す
る
意
寛
〈
昭
和
五
五
年
一
月
二
六
日
V

は
、
厚
対
給
付
に
比
し
著
し
く
過
大

岳
利
益
供
与
を
無
償
の
そ
れ
と
同
様
に
取
扱
う
切
合
、
そ
れ
に
関
す
る
監
査
は
困
握
で
あ
る
と
す
る
a

経
済
団
体
連
合
会
・
「
縁
式
会
社
の
肝
鉢
・
孟
拠
に
闘
す
る
改
正
友
寮
L

民
対
す
る
意
見
(
昭
和
五
五
年
-
一
月
二
六
日
三

" 
2 
》



招

経
済
団
体
迎
合
会
・
「
品
笠
人
会
社
の
計
算
公
凋
に
関
す
る
取
芭
試
案
」
に
対
す
る
意
見
〈
昭
和
五
亙
年
二
月
二
六
日
v
、
関
西
毎
済
連
合
会

株
式
会
証
の
貯
鉢
公
開
の
附
度
改
宜
に
つ
い
て
《
昭
和
五
五
年
一
三
月
一

O
日
V

等
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
曹
一
ポ
ず
る
こ
と
は
縁
主
に
扱
解
を
与
え
、

さ
ら
に
は
一
部
の
株
主
を
刈
す
る
結
果
に
な
る
と
述
ぺ
て
、
そ
の
附
貝
明
細
膏
へ
の
記
載
要
求
に
反
対
し
て
い
る
@
し
か
し
、
そ
の
閉
ホ
が
綜
主
に

誤
解
を
与
え
る
危
険
が
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
き
に
各
令
韮
示
録
主
に
鼠
解
を
与
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
主
確
か
つ
宇
ぷ
主
な
圏
不
を
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
で
も
橡
主
が
誤
解
を
す
る
権
穫
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
ぞ
の
よ
ろ
な
利
益
供
与
ま
た
は
温
倒
的
で
な
い
底
引
が
持
基
附
に
妥
当
性

を
欠
く
こ
と
に
根
拠
A
M
あ
る
の
で
あ
ろ
う
・
ま
た
、
会
社
な
い
し
取
締
役
が
何
の
や
ま
し
い
と
こ
ろ
匂
な
バ
無
償
の
利
益
供
与
ま
た
は
通
例
的
で
な

b
取
引
を
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
町
出
水
し
た
と
こ
ろ
で
一
怒
の
法
主
歩
刻
す
る
こ
と
に
な
る
ほ
ず
が
な
く
、
と
の
よ
う
な
理
由
で
そ
の
開

示
を
輪
前
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
は
主
当
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

s 
〉

xxx 2志絡

半
期
報
告
と
連
鐘
富
一
不

学法

半
期
報
告
制
度
の
導
入

改
正
試
案
は
、
営
業
年
度
を
一
年
と
す
る
会
社
の
代
表
取
締
役
は
、
取
締
役
会
の
承
認
を
得
て
、
官
業
年
度
の
中
閣
の
日
八
中
関
期
)

に
お
り
る
会
社
の
財
産
の
概
況
な
ら
び
に
嘗
業
年
度
の
初
め
か
ら
時
間
期
ま
で
の
会
社
の
損
益
お
よ
び
営
業
の
概
況
を
記
載
し
た
半
期
報

告
書
を
作
成
し
中
間
期
か
ら
三
か
月
以
内
に
会
社
の
定
め
る
営
業
年
度
中
の
-
定
の
日
の
株
主
に
そ
れ
を
送
什
し
、

aっ
、
本
唐
に
備

え
置
い
て
総
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
閲
覧
に
供
し
、
そ
れ
ら
の
考
か
会
社
の
定
め
た
費
阿
を
支
払
令
て
請
求
す
る
と
き
は
、
そ
の
謄
京

ま
た
は
抄
本
を
そ
れ
ら
の
者
に
交
付
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
e

こ
の
半
期
報
告
書
は
、
監
重
石
伎
の
監
査
を
受
け
る
ほ

か
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受

η
る
会
社
に
あ
っ
て
は
、
会
社
の
財
産
お
よ
び
損
益
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
会
計
監
査
人
の
盤
盆
を
も
受

1 

戸神

げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
巴

現
行
商
法
は
、

一
年
決
算
会
社
に
つ
い
て
も
半
期
報
告
を
要
求
し
て
お
ら
ず
、

し
た
が
ワ
て
、
改

E
試
案
は
、
半
期
報
告
の
制
度
を
商



法
に
新
し
く
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
半
期
報
告
の
劃
皮
は
、

わ
が
国
で
は
、
全
く
新
規
の
も
の
で
は
な
く
、
証
券
取
引
法

は
、
同
法
の
適
用
会
社
に
つ
い
て
す
で
に
半
期
報
告
を
委
求
し
て
お
り
、
ま
た
症
券
取
引
所
は
、
証
券
取
引
ρ所
上
場
会
社
に
対
し
て
株
主

宛
の
半
期
報
告
を
要
諸
し
て
き
て
い
る
g

商法上の会社開示制度

証
券
取
引
法
は
、
昭
和
白
六
年
の
改
正
以
来
同
法
の
盗
用
を
受
付
る
継
続
開
示
会
社
に
対
し
て
、
胃
袋
開
示
の
方
法
に
よ
る
半
期
報

告
を
要
求
し
て
い
る
g

す
な
わ
ち
、
鉦
券
取
引
が
に
碇
券
を
よ
場
し
て
し
る
会
社
、
狂
券
業
協
会
に
証
券
を
登
録
し
て
い
る
会
社
、
ま
た

は
そ
れ
以
外
の
大
蔵
大
臣
へ
の
届
出
を
要
す
る
募
集
ま
た
は
売
出
が
行
な
わ
れ
た
証
券
の
発
行
会
社
で
営
業
年
度
を
ご
ヰ
と
す
る
も
の

【

1
》

は
、
蛍
築
年
度
ご
と
に
、
当
骸
蛍
業
年
度
開
始
後
六
か
月
間
の
会
社
の
嘗
業
お
よ
び
経
理
の
状
況
そ
の
他
の
事
項
を
記
載
し
た
半
期
報
告

そ
の
期
間
経
過
後
三
か
月
以
肉
に
大
蔵
大
臣
に
提
出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
証
取
法
二
四
条
の
五
第
一
項
)
白
半
期
報
告

お
よ
び
経
理
の
状
況
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
理
の
状
況

害脅に
は
、
会
社
の
概
況
、
事
業
お
よ
び
営
業
の
状
況
、
設
備
の
状
況
、

に
は
、
当
該
蛍
業
年
度
の
時
間
貸
借
対
照
表
を
前
営
業
年
度
の
中
間
貸
借
対
照
表
お
よ
び
要
約
貸
借
対
照
表
と
比
較
し
、
当
該
蛍
幽
来
年
度

の
中
関
損
益
計
算
書
を
前
営
業
卒
度
の
中
間
損
益
計
算
書
お
よ
び
要
約
損
益
計
算
書
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
て
い
る
ハ
募
集
届
出
省
令
一
八
条
一
項
V
こ
の
半
期
報
告
書
は
、
大
蔵
省
証
券
局
お
よ
び
会
社
の
木
底
所
在
地
を
管
轄
す
る
財
務
局

と
共
に
そ
の
写
し
が
会
社
の
本
庖
お

よ
び
主
要
な
支
度
な
ら
び
に
会
社
の
証
券
が
上
場
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
る
証
券
取
引
所
ま
た
は
証
券
業
協
会
の
事
務
需
に
備
え
置
レ
て

に
備
え
置
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
さ
れ
る
ハ
証
取
法
二
主
条
一
項
三
号
、
募
集
届
出
省
令
一
二
条
)

公
衆
の
縦
艶
に
供
き
れ
る
こ
と
に
な
ワ
て
い
る

(
証
取
法
二
主
条
二
項
・
一
=
項
)

し
た
が
ヲ
て

証
券
蔽
引
法
に
定
め
る
半
期
報
告
書

一
定
の
場
爵
に
報
告

" 
奮
を
備
え
置
い
て
そ
の
公
衆
縦
覧
を
要
求
す
る
間
接
関
U

不
の
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
証
券
取
引
所
は
、
昭
和
四
九
俸
の
商
法
改
正
を
契
機
と
し
て
多
数
の
よ
場
会
社
か
従
来
の
穴
か
月
決
算
か
ら
一
年
決

算
に
移
行
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
、
同
年
か
ら
、
よ
場
会
社
に
対
し
て
、
半
期
報
告
書
に
記
載
す
る
防
問
鮒
務
跨
表
と
同
一
の
も
の
を
記



U 

載
し
た
申
間
営
業
報
脅
書
を
佐
原
主
に
送
侍
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
証
券
取
引
所
は
、
昭
和
四
九
年
一
一
一
月
一
九
日
の

証
券
取
引
所
土
場
会
社
宛
の
湿
違
に
お
い
て
、
「
一
年
決
算
会
社
は
証
券
取
引
法
に
基
弓
く
半
期
報
告
書
に
記
載
す
る
要
約
財
務

諸
表
と
岡
一
の
も
の
を
記
載
〈
し
だ
)
中
間
蛍
業
報
告
書
を
嘗
業
報
告
書
に
噂
じ
て
作
成
し
、
徐
主
へ
送
付

rる
こ
と
」
を
婆
脅
し

(
2】
た
が
、
昭
和
五
二
年
五
月
に
中
間
働
務
跨
表
制
度
が
確
立
し
て
、
証
券
取
引
法
に
基
づ
く
半
期
報
告
書
に
中
間
財
務
諸
表
の
記
載
が
嬰
求

き
れ
る
に
至
。
て

昭
和
五
二
年
九
月
二
八
巨
の
証
券
取
引
訴
よ
場
会
社
宛
の
通
途
に
お
い
て
、

xxx 

一
年
決
済
会
社
は
、
「
半
期
報
告
書
に

nsu 

記
験
さ
れ
る
中
間
関
務
誇
表
と
河
一
の
も
の
を
記
載
」
し
た
中
間
嘗
業
報
告
書
を
株
主
に
送
付
す
べ
き
こ
と
を
要
請
し
た
a

証
券
取
引
所

の
上
場
会
社
宛
の
ニ
の
要
鰐
は
、
中
間
働
同
業
報
告
書
を
稔
主
に
直
接
送
付
す
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
、
中
関
報
告
の
直
接
開

示
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
巴
た
だ
、
庇
単
草
臥
引
所
の
要
請
は
、
法
律
よ
の
そ
れ
で
な
い
と
と
も
に
、
自
主
的
な
規
制
と
し
て
も
強
制
力
を

ハ白，)

伴
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
証
券
取
引
所
は
、
乙
の
嬰
簡
に
し
た
が
わ
な
い
よ
場
会
社
に
つ
い
て
も
、
そ
の
証
券
の
よ
場
廃
止
ま
た
は
取
引

~ 雑学

停
止
の
処
分
を
ぜ
ず
、
ま
た
、
そ
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
い
な
い
会
祉
を
投
資
者
に
知
ら
ぜ
る
た
め
の
特
別
の
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
a

法

前
述
の
よ
う
に
、
改
正
試
案
は
、
商
法
上
も
、

一
年
決
算
会
社
に
つ
い
て
半
期
報
告
の
削
皮
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

戸

半
期
報
告
書
を
会
祉
の
本
膚
で
掠
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
開
覧
に
供
す
る
と
共
に
そ
れ
を
徐
主
に
直
接
送
仔
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
る
巴
報
告
畜
を
椋
主
に
直
接
送
付
し
て
行
な
う
直
接
開
示
は
、
報
告
書
の
一
定
場
所
で
の
閲
覧
に
よ
る
間
接
関
手
よ
り
も
は
る
か

に
有
粛
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
訟
の
営
繋
お
よ
び
財
産
の
状
況
が
短
期
間
に
も
大
き
く
変
動
す
る
可
飽
位
が
あ
る
こ
と
に
か

神

ん
が
み
る
と
き
は
、
半
期
報
告
に
関
し
て
、
法
律
に
よ
っ
て
直
接
開
示
を
要
求
す
る
こ
と
は
十
分
の
合
理
性
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
B

改
正
試
案
に
お
げ
る
半
期
報
告
制
度
に
つ
い
て
、
証
券
取
引
法
が
半
期
報
俸
制
度
を
採
用
し
て
い
る
と
と
を
理
由
と
し
て
こ
れ
に
反

一
E

対
す
る
の
は
、
こ
の
意
味
で
は
妥
当
で
は
な
い
固
ま
た
証
券
取
引
所
の
要
請
の
下
に
企
業
が
自
主
的
な
努
力
に
よ
っ
て
中
間
営
業
報
告

《

sv

書
を
株
主
に
送
付
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
商
法
上
に
半
期
報
告
書
を
導
入
す
る
の
に
反
対
の
見
解
も
あ
る
が
、
前
通
の
よ
う
に
、
証

券
取
引
所
の
要
簡
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
券
取
引
所
よ
窃
会
社
の
中
に
は
、
中
間
蛍
業
報
告
書
を
株
主
に
送
付
し
て
い
な
い
会
社
が
あ
る
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で
、
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証
券
取
引
所
上
場
会
社
ま
た
は
証
券
象
協
会
忌
録
台
位
以
外
め
大
戯
大
医
へ
の
属
凶
を
要
す
る
募
集
ま
た
は
売
出
が
行
な
わ
れ
た
証
券
の
発
存
会

社
は
、
そ
れ
が
稽
民
界
中
で
あ
る
か
、
精
当
の
期
商
品
B
桑
を
休
止
し
て
い
る
か
ま
た
は
大
敵
大
臣
へ
の
届
凶
を
要
す
る
募
集
も
し
く
は
亮
出
が
行
な
わ

れ
た
征
券
の
所
肴
者
が
著
し
く
少
数
で
あ
る
と
き
は
、
大
蔵
大
臣
の
承
認
を
受
付
て
、
半
期
報
告
書
の
拠
出
が
ふ
白
む
継
静
的
厨
示
の
義
蕗
を
免
れ
る

こ
と
が
で
き
る
〈
証
取
法
ニ
四
条
一
項
但
書
、
証
取
令
凶
条
三
、

東
京
犬
阪
、
名
古
屋
の
各
証
券
取
引
所
改
正
商
法
等
の
施
行
に
伴
う
要
量
に
つ
い
て
ハ
昭
和
四
九
年
一
一
月
一
九
日
)
。

主
京
大
阪
、
名
古
屋
の
各
既
券
取
引
所
中
間
財
器
諸
表
の
削
炭
化
に
伴
う
要
望
等
に
つ
い
て
A

唱
和
五
二
年
九
月
二
八
回
》

証
拳
蔽
引
説
よ
場
会
社
の
中
に
も
、
中
剤
営
業
報
告
書
の
橡
ま
へ
の
送
付
を
行
な
っ
て
い
な
い
一
年
決
労
会
社
長
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
@

経
済
団
体
遺
合
会
・
「
様
式
会
祉
の
計
算
公
開
に
闘
す
る
伊
主
試
案
」
に
対
す
る
意
同
九
〈
昭
和
五
宣
享
二
月
こ
六
日
V

は
、
「
半
mm
報
俸
制
民

《ほ
V

証
除
法
ょ
の
制
度
と
し
て
す
で
に
安
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
尋
問
法
に
導
入
す
る
と
こ
の
必
認
証
京
明
ら
か
で
な
い
」
と
述
べ
る
a

穴

阪
工
業
会
白
「
生
主
在
の
計
算
・
公
開
に
関
す
る
改
正
試
家
L

に
対
ず
る
当
金
の
意
見
〔
昭
和
五
五
年
三
月
一
八
日
)
お
よ
び
東
京
商
工
会
議

所
・
寸
訟
式
会
社
の
計
揮
公
開
に
関
す
る
改
亘
試
乗
」
に
対
す
る
意
鬼
《
昭
和
亙
五
享
四
月

}
O日
)
も
両
側
俸
の
理
由
で
半
期
報
告
劇
度
を
商
訟

( 

2 
《

3 
《

4 
ハ
5 

鉛



'" 

に
導
入
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

経
済
団
体
連
合
蚕
・
「
様
式
会
社
の
許
鉢
公
開
に
関
す
る
故
主
試
案
L

に
対
す
る
意
見
《
咽
町
-
五
五
寧
二
月
二
六
目
V

は
、
「
ほ
と
ん
ど
の
証

取
法
盈
周
令
証
が
自
主
的
に
中
間
事
業
銀
告
書
を
徐
主
に
送
付
し
て
(
む
や
り
、
)
こ
の
よ
う
な
企
業
の
自
主
蔚
努
力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
分
野
に
法

律
が
容
易
に
俳
句
人
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
a

関
西
経
跨
逮
合
会
徐
式
会
社
の
針
算
・
公
開
の
開
度
改
主
正
っ
し
て
ハ
昭
和
主
主
年
三
月
一

O
旦
・
経
務
局
友
会
「
控
刊
門
会
祉
の
計
算

公
開
に
関
す
る
一
政

F
F寮
L

に
対
す
る
横
寛
《
昭
和
五
豆
年
一
一
一
月
一
二
日
)
お
よ
び
会
匿
袈
存
協
会
議
事
会
「
換
弐
会
祉
の
計
算
公
開
に
関
す

る
改
正
訴
事
朱
」
に
対
す
る
意
見
《
昭
和
五
歪
年
三
月
一
八
日
ロ
V

も
半
期
報
働
組
皮
を
商
法
に
場
え
す
る
こ
と
は
妥
当
と
し
た
上
で
、
商
量
上
の
半
期

報
告
制
度
と
証
券
取
引
法
上
の
そ
れ
を
割
問
盤
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
a

6 7 

xxx 8志維

2 

連
結
開
示
制
度
の
導
入

学

改

t試
案
は
、
会
計
監
蚕
人
の
監
査
を
受
付
な
M

り
れ
ば
な
ら
な
い
会
社
の
代
表
取
締
役
は
、
毎
決
算
期
に
、
連
結
貸
借
対
照
表
お
よ
び

逮
結
損
益
計
算
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
縁
主
に
送
付
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
・
現
行
商
法
は
、
会
社
の
貸
借
対
照
表

お
よ
び
損
益
計
雰
奮
は
、
定
時
総
会
の
招
集
遜
知
に
添
附
し
て
株
主
に
送
付
す
る
と
と
を
要
求
し
て
い
る
が
〈
商
法
二
八
三
一
条
ニ
項
て

連
結
貸
借
対
照
表
お
よ
び
連
結
損
益
計
算
書
の
株
主
へ
の
送
付
は
要
求
し
て
い
な
い
。
し
た
が
宅
て
、
改
正
試
案
は
、
護
益
恕
圏
不
制
度
を

商
法
に
新
し
く
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
連
結
関
手
制
度
も
、
証
券
取
引
法
の
上
で
は
、
昭
和
五
三
年
か
ら
同
法

の
適
用
を
受
げ
る
続
続
開
示
会
社
に
つ
い
て
は
要
求
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
証
券
取
引
訟
は
、
同
法
に
よ
。
て
継
続
開
示
を
要
す
る

法戸神

i 

i 

近

語
審

f 
Z 
普

な
い
も
の
と
し
て
い
る
(
証
取
訟
二
四
条
一
二
項
、
募
集
属
自
省
令
一
七
条
一
項
一
号

J
Y
も
9

と
も
、

連
結
財
蕗
誇
衰
の
添
附
は
、

二
営
業
平
度
を
還
じ
た
逮
結
会
計

年
決
算
会
社
に
お
い
て
は
営
業
年
度
ご
と
に
す
る
と
と
主
要
す
る
が
、
六
か
月
決
算
会
社
の
場
合
は
、

年
度
の
も
の
に
つ
い
て
連
結
会
計
牟
皮
ご
と
に
す
れ
ば
足
り
る
(
募
集
届
出
省
令
一
条
二
三
号
参
照
)
。



在
券
取
引
法
に
お
付
る
連
続
開
示
は
、
有
価
証
券
報
告
書
に
添
附
さ
れ
る
連
絡
財
務
諸
表
の
大
蔵
省
孟
券
局
お
よ
び
会
社
の
本
庖
を
管

轄
す
る
財
務
局
で
の
公
衆
-
縦
買
お
よ
び
そ
の
写
し
の
会
社
の
本
宮
お
よ
び
主
要
な
支
底
な
ら
び
に
会
祉
の
距
券
を
L
4

場
ま
た
は
登
録
す
る

証
券
取
引
所
ま
た
は
証
券
業
協
会
で
の
公
衆
縦
貫
に
よ
。
て
行
な
わ
れ
る
〈
草
取
法
一
一
五
条
一
項
二
号
二
項
二
二
項
、
募
集
届
出
省
令

商法上の会社開示制度

有
価
証
券
報
告
書
に
「
添
附
」
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
(
証
取
法
二
四
条
一
二
項
)
、

証
券
報
告
書
は
営
業
年
度
終

7
後
三
か
月
以
内
に
穴
蔵
大
臣
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
(
挺
取
法
二
四
条
一
項
)
と
こ
ろ
、
連
結
財

務
諸
表
は
、
当
分
の
聞
は
、
有
価
証
券
報
告
書
に
か
か
る
蛍
業
年
度
の
終

7
後
四
か
月
以
内
に
提
出
さ
れ
れ
ば
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

(
募
集
届
出
省
令
昭
和
五
一
年
改
正
附
則
六
項
)
の
で
、
証
券
取
引
法
上
の
連
結
関
手
は
、
連
結
会
計
年
度
の
終
了
後
四
か
丹
以
内
に
連

結
財
務
諸
表
を
大
蔵
省
証
券
局
君
主
霊
童
に
供
す
る
こ
と
に
よ
ヲ
て
行
な
わ
れ
匂

条

連
結
財
務
諸
表
は

有
価

も
っ
と
も
、i 

草

協
づ
け
ら
れ
た
会
社
に
限
。
て
、
連
続
葺
借
対
照
表
お
よ
び
連
結
損
益
計
算
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
株
主
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
証
券
取
引
法
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
通
信
貸
借
対
照
表
お
よ
び
連
結
損
益
計
算
書
は
、
こ
れ
ら
の
会

社
が
商
法
上
作
成
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
連
結
貸
借
対
照
表
お
よ
び
連
絡
損
益
許
算
書
と
み
な
す
も
の
と
し
て
い
る
。
し
た
が
。
て
、
そ

れ
は
、
笹
券
取
引
法
の
規
定
に
よ
っ
て
連
結
貸
借
対
照
表
お
よ
び
連
結
損
益
計
算
書
を
作
成
す
る
こ
と
を
嬰
す
る
会
社
に
対
し
て
、
そ
れ

の
株
主
へ
の
送
付
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
・
換
言
す
れ
ば
、
改
正
試
案
は
、
連
絡
関
同
一
不
に
関
し
て
は
、
寵
券
取
引
法
上
の
間
接
聞
一
亦
に

ハ
2
v

加
え
て
、
商
法
よ
の
直
接
関
宗
を
蚕
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

て
お改

字語
、察
に
れお

高2
法連
上結i

信利 関

告自
す度

のつ
はし、

富E
尚

i i 
と法
のに

zz 
でる

ii 
対制
さ度
れの
て実

兄2F
しま
よだ

L五
の
問時
室長 続
闘が

E童
十し

'" 
堕分
不な

喜3
者も
によ
対い
し治
て

fi 
菜不

のは

量1
なで
財あ

まそ
号E
示ら
すな
たい
めと
には
要そ
求も
さそ
れも
るし、

もえ
のな
でい
あの
勺で
てゐ

そ

2霊
2罰
肉法
谷の
の下
濯で
結の

里書



" 
}ま

そ
れ
を

よ
り
実
効
性，ミ
あ
る
も
の
と
す
る
ft 
め
6と
そ、

1i 
ての

まま
にで
不も
当行
にな
大わ
き t、
主主
担さ
をで
課あ
きる
な。

いた
とだ
共‘

そ縮
れ計

"震
時審

青島

主
に
送
付
す
る
こ
と
に
よ
る
直
接
的
な
連
結
関
手
も
、

費接選

i i 
遺書
三少

肉の

行な

現に

宮E
これ

事げ
突れ
上ば

E E 

品E
Zt 
裏尺
年証

11 
i i 
れ営

xxx 

ば
よ
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
q

そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
営
業
年
度
経
過
後
=
一
か
月
以
内
に
開
催
さ
れ
る
定
時
総
会
(
商
法
二
二
四
条

ノ
三
第
二
項
参
照
)
の
招
集
透
知
に
逮
結
計
算
書
を
添
附
し
ま
た
は
定
時
総
会
終
了
直
後
に
様
主
に
送
付
さ
れ
る
配
当
金
領
収
証
左
共
に

送
付
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
が
、
他
方
、
蛍
業
年
度
経
還
後
四
か
月
以
内
に
連
結
計
算
書
を
株
主
に
送
付
し
な
吋

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
と
き
は
、
会
社
に
そ
の
た
め
の
特
別
の
負
担
を
課
す
こ
と
に
な
る
e

し
か
し
、
他
方
で
は
、
連
絡
計
算
書
を

半
期
報
告
書
と
共
に
徐
主
に
送
付
す
れ
ば
よ
い
も
の
と
す
る
と
き
は
、
連
結
関
口
不
は
、
あ
ま
り
に
も
時
機
に
遅
れ
た
も
の
と
な
る
危
険
が

言事雑学

す喜あ

きii 
るハ概 。
要て

言霊

i E 
に上

!i 
t襲
つ年

ii 
i i 
行行

ii 
Z型
値

お伝戸神

〈

1 

証
券
取
引
訴
は
、
連
結
国
四
ホ
に
関
し
亡
は
よ
絹
会
社
に
対
し
て
、
証
券
取
引
所
の
記
者
タ
ヲ
プ
で
の
「
連
桝
財
務
諸
表
に
基
づ
く
決
算
発
表
、

い
わ
ゆ
る
連
絡
決
算
発
妄
を
要
請
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
趨
え
て
、
海
稽
財
蕗
踏
衰
の
徐
主
へ
の
送
付
を
要
示
し
て
い
な
い
・

し
た
が
う
て
、
経
済
同
友
会
が
商
法
ょ
の
連
結
開
示
に
関
し
て
、
会
社
は
、
連
結
財
務
諸
表
を
木
島
に
備
え
置
い
て
株
主
お
よ
ぴ
会
社
債
糠
者
の

閲
覧
に
供
す
る
i

主
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
述
ぺ
て
い
る
の
は
、
改
正
伊
療
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
は
合
致
し
な
し
a

2 

会
昭
和
五
五
年
一
一
月
二
六
日

関
凶
経
祷
議
事
会

〈

3 

経
済
関
体
連
合
会
「
株
式
会
社
の
針
算
・
公
聞
に
開
サ
る
改
宣
試
案
I

」
尺
対
す
る
長
見

綜
式
会
社
の
計
算
公
闘
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
〔
昭
和
五
五
年
三
月

-
O
日
て
大
阪
工
業
会
・
「
掠
式
会
社
の
針
算
公
開
に
属
す
る
改
正
試

実
」
に
対
す
る
当
会
の
意
見
〔
昭
和
五
豆
年
三
月
一
八
回
》



4 

経
済
同
友
会
記
笠
ま
在
の
計
券
・
公
開
に
闘
す
る
改
芹
震
実
」
に
対
す
る
意
見
〈
昭
和
五
五
年
一
一
月
一
一
一
旦
は
、
「
現
在
多
く
の
企
業
で

は
、
証
券
取
引
法
に
も
と
づ
く
連
絡
財
務
語
表
も
決
算
国
後
三
グ
月
で
は
控
凶
で
き
て
い
な
し
実
情
で
あ
り
送
付
す
べ
き
株
主
の
磁
定
!
送
付
の

時
期
・
方
湯
、
送
付
賛
同
等
を
勘
案
す
る
と
き
、
直
接
開
示
は
業
務
報
告
書
な
ど
へ
の
概
袈
記
訟
に
生
弁
た
め
A

る
の
)
が
望
ま
し
い
」
と
述
べ
て
い

る。

商法上の会社開示制度

遍
結
哩
一

T
R
徐
孟
の
定
時
総
会
に
お
付
る
議
決
権
符
使
の
容
宥
資
粋
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
と
生
か
望
ま
し
い
こ
と
か
ら

す
れ
託
、
概
要
で
あ
っ
て
も
、
定
時
憶
会
の
紹
策
通
知
に
添
附
さ
れ
る
書
績
に
記
喰
き
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
は
栴
当
の
岩
由
を
有
す
る
。
蓮

井
良
蜜
「
連
結
財
務
筒
表
法
集
箔
L

大
限
先
生
還
暦
記
念
商
事
法
の
研
究
二
三
五
買
A

昭
和
凶
三
年
)
参
照
E

四

開
示
方
法
の
鉱
充

1 

四
種
の
開
示
方
法

現

繭
法

株
式

室
の
財
務
審6

よ
ぴ
業
薮
内
容
の

高
量
万て

'" 方
法
と
し
て

i 
類

'" 株
主

の

若

草
霊
よ

ぴ
附
属
明
細
嘗
の
会
誌
の
本
底
で
の
橡
主
拘
よ
ぴ
会
社
債
権
者
へ
の
縦
覧
、

な
ら
び
に
貸
借
対
照
表
の
公
告
の
三
種
の
も
の
を
定
め
て
い

定
時
総
会
の
招
集
通
知
に
、

る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
は
、
資
本
の
敏
が
一
億
悶
以
下
の
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
き
(
商
特
法
一
一
五
条
)

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
蛍
業
報
告
書
お
よ
び
利
益
処
分
案
か
ら
な
る
計
算
書
類
な
ら
び
に
監
査
報
告
書
の
謄
本
を
添
附
し
て
縁
主

に
送
付
し
な
H

り
れ
ば
な
ら
な
い
(
商
法
二
八
三
条
ニ
項
)
。
ま
た
、
会
社
は
、
定
時
総
会
の
会
日
の
一
週
間
前
か
ら
、
計
算
書
類
、
附
属

明
細
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
を
備
え
置
い
て
榛
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
閲
覧
に
供
し
ま
た
は
そ
れ
ら
の
者
の
撞
本
も
し
く
は
抄
本
の
交

会
社
は
、
定
時
総
会
で
計
算
書
類
の
承
認
を
得
た
後
遅
滞
な
〈
、

〈
商
法
一
一
八
三
条
三
項
三

付
請
求
に
応
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い

(
商
法
二
八
二
条
三
さ
ら
に

" 
貸
借
対
照
表
を
定
款
評
定
の
方
法
に
よ
っ
亡
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

改
正
試
案
は
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
お
よ
び
業
誌
報
告
書
か
ら
な
る
計
舞
書
類

お
よ
び
利
益
処
分
案
な
ら
び
に
監
牽
報
告
書



'" 
の
膳
木
を
定
持
絡
会
の
招
集
道
知
に
添
附
し
て
株
主
に
送
付
す
る
こ
と
、

な
ら
び
に
定
時
総
会
の
一
週
間
前
泊
ら
計
算
書
類
、
附
属
明
細

書
お
よ
び
監
孟
報
告
書
を
令
在
の
本
底
に
備
え
霞
い
て
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
閲
覧
に
供
す
る
と
共
に
そ
れ
ら
の
者
の
請
求
に
応
巳

て
と
れ
ら
の
書
類
の
雄
本
ま
た
は
抄
本
を
火
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
と
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
貸
借
対
照
表
に
加
え
て
損
括
計
算

き
ら
に
計
算
婁
芭
娘
、
附
属
明
細
書
お
よ
び
監
査
報
告
書
を
商
業
登
記
所
に
提
出
し
て
こ
れ
ら
の
書
類
を
公
衆
の

奮
の
公
告
を
も
要
求
し
、

続
芯
覧
に
供
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

XXX 

主主

を里

i昔
、ち

橡

ii 
重苦

i雪
2者
利は

者徐
にま
予の
定み

白字
書員
法不

対 s

i; 

言志

表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
公
告
な
ら
び
に
計
算
書
類
等
の
商
業
筆
記
所
で
の
公
開
は
、
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
み
な
ら

F
、
様
式
を

取
得
し
よ
う
と
す
る
投
資
者
、
会
社
と
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
者
き
ら
に
は
地
核
住
民
等
す
べ
て
の
者
が
利
用
す
る
と
と
の
で
き
る
関

ハ
1
〕

示
+
刀
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
種
の
開
示
方
法
は
、
比
較
法
的
に
み
て
、
考
え
ら
れ
う
る
殆
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
す
べ
て

雑学法

を
要
求
す
る
改
E
献
案
の
飽
度
は
、
あ
る
意
味
で
は
大
変
欲
張
っ
た
も
の
で
あ
る
a

も
っ
と
も
、
改
正
試
案
は
、
こ
れ
ら
四
種
の
曹
示
方

法
の
す
べ
て
を
会
社
の
規
模
に
関
係
な
く
要
講
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
計
算
書
類
等
の
株
主
へ
の
送
付
は
、
現
行
商
法
の
基

準
が
維
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
資
本
の
額
が
-
億
円
を
超
え
る
会
社
に
の
み
要
求
さ
れ
る
・
ま
た
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
の
公

戸神

告
は
、
会
計
監
主
人
の
監
査
を
受
げ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
会
社
、
す
な
わ
ち
、
資
本
の
額
が
五
億
伺
以
上
の
も
の
、

一
年
間
の
営
業
収
人

が
二

O
O億
円
以
上
の
も
の
、
ま
た
は
貸
情
対
照
表
よ
の
負
債
総
額
が
一

0
0億
月
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
の
み
要
求
さ
れ
る
会
祉
法

ょ
の
哩
不
も
そ
の
必
要
に
応
じ
て
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
。
て
、
商
法
上
の
関
口
不
の
ほ
か
証
券
取
引
法
上
の
関
口
不
を
要
求
さ
れ
る
会
社
が

ゐ
る
よ
う
に
、
商
法
よ
の
関
子
に
つ
し
て
も
、
あ
る
種
類
の
開
示
の
み
を
必
要
と
さ
れ
る
会
社
と
そ
の
す
べ
て
の
種
類
の
開
示
を
要
求
さ

れ
る
会
社
が
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
妥
当
な
も
の
で
あ
勺

改
主
試
案
が
予
定
す
る
四
種
の
関
口
不
方
法
は
、
利
用
の
容
易
性
と
開
示
の
負
担
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
冒
と
短
評
と
を
有
し
て
い



コザ る
で
はす
、な

株わ
主ちへ、
の計

pi 
な等
闘の
示株
の主
ゆへ
えの

E普
れは
を
行微
な主
うに
会対
社し
にて
大き
きわ
なめ
負て
担利
を用
諜の

Z蓄
とな
に開

な示
りを

l震
たす
がる
つも
ての
、で

票E
霊が、
の他

商法上の会社開示制度

分
量
に
お
の
ず
か
ら
一
定
の
限
界
を
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
次
に
、
計
算
香
類
等
の
会
社
の
末
広
で
の
維
質
は
、
会
社
に
大
き
な
負
担
を

生
じ
さ
ぜ
な
い
が
、
関
口
示
が
会
社
の
本
底
で
の
絵
貨
の
方
法
に
よ
る
た
め
に
、
利
用
者
に
と
令
て
陶
芸
へ
の
竣
近
が
容
易
で
は
な
く
、
ま

た
、
会
社
が
株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
の
閲
覧
務
求
を
正
当
な
理
由
な
く
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
は
裁
判
所
に
救
済
を
求
め
る

そ
れ
は
開
コ
示
の
た
め
に
安
際
上
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
短
声
を
有
し
て
い
る
a

第
三
の

ま
た
利
用
者
に
も
接
近
が
容
易
で
あ
る
カ
、
他
方
で
は
、
事
後
検
索
に
困
難
を

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、

公
告
に
よ
る
関
口
不
は
、
会
社
に
大
き
な
負
担
を
疎
さ
ず
、

伴
な
い
、
必
ず
し
も
容
易
に
は
利
聞
き
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
商
業
登
記
所
に
お
付
る
公
衆
総
覧
は
、
会
社
に
大
き
な
負
担
を
i

生
じ

さ
せ
ず
、
ま
た
利
用
者
の
閲
覧
請
求
が
不
当
に
拒
絶
さ
れ
る
危
険
が
な
い
長
析
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
商
業
牽
包
言
の
物

的
・
人
的
施
設
の
悠
充
を
必
要
と
す
る
こ
と
の
悶
匿
を
包
蔵
し
て
い
る
@

ハ
2 

ア
ラ
ン
ス
会
社
法
陪
、
会
祉
の
鳳
勧
お
よ
び
業
器
内
容
の
定
期
的
関
口
不
の
方
法
と
し
て
、
計
算
書
類
等
の
緑
主
へ
の
送
付
、
計
算
書
類
等
の
会
社

の
求
唐
で
の
徐
主
へ
の
縦
覧
1

計
算
書
類
等
の
法
定
公
報
に
よ
る
公
告
、
お
よ
か
計
算
書
類
の
商
業
量
記
析
で
の
公
闘
を
定
め
て
い
る
が
イ
ギ
リ

ス
会
社
法
、
ド
イ
ツ
縁
式
法
ま
た
は
ア
〆
リ
カ
合
衆
国
の
州
会
社
禄
お
よ
び
連
邦
粧
券
取
引
所
法
は
、
詠
主
へ
の
書
須
の
送
付
、
会
E
の
本
賠
で
の

書
類
の
縦
覧
、
公
債
ま
た
は
簿
記
訴
で
の
公
衆
鉛
葺
の
一
部
の
み
の
因
不
を
会
社
に
要
求
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ス
令
荘
法
は
、
会
社
の
規
復
、
紘
式
の
所
有
状
況
等
に
略
し
て
会
社
が
い
か
な
る
方
法
に
よ
る
開
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
量
め

て
い
る
・
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
会
祉
法
の
改
宣
を
勧
告
ず
る
一
九
七
九
単
発
表
の
「
会
社
の
計
算
及
び
八
公
開
巴
と
隠
す
る
政
府
の
ダ
り
i
シ

《

パ

1 
} 

は
、
会
祉
を
隼
間
亮
上
古
内
総
資
産
額
拘
よ
ぴ
平
均
従
業
員
数
の
基
率
に
よ
勺
て
三
種
の
も
の
に
分
類
し
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
異
な
3

た
開
示
を

" 

要
求
す
る
も
の
と
し
て
し
る
@
r
a
R
R司

a
m
官
官
同
日
弓
昆
め
の
a
a
a吋
〉

R

E
己
巴
】
品
目
色
ロ
E
B
S
E
p
n
g凶
白
色
選
X
Z
H
(
E
a
v
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貸
借
対
照
表
損
益
計
算
書
の
公
告

閉す

三会

事T聖
書
室

i 官
報
ま
た
は
時
事
に
関
す
る
事
項
を
抱
掲
載
す
る
日
刊
新
聞
紙
に
掲

xxx 

貸
借
対
照
表
の
公
告
は
、

げ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
ハ
間
伝
一
六
六
条
三
項
)
か
ら
、
稚
で
も
が
利
用
で
き
、
し
カ
も
情
報
へ
の
接
盃
が
容
易
な
開
示
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
他
薗
で
は
、
引
引
用
者
に
と
。
て
事
後
検
索
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
と
い
う
短
訴
を
も
有
す
る
開
示
方
法
で
あ

る
・
し
た
が
っ
て
、
計
算
書
嶺
の
商
業
量
毘
所
で
の
公
開
等
、
会
社
の
防
務
内
容
の
一
般
的
な
公
開
が
は
か
ら
れ
る
と
き
は
、
利
害
関
孫

(
2】

者
の
比
較
的
少
な
い
会
社
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
開
示
を
廃
止
す
る
と
と
は
十
分
の
理
由
が
あ
る
。

A
S
V
 

計
算
書
類
等
の
商
業
登
記
訴
で
の
公
開
を
前
提
に
、
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
付
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
会
社
に
隈
ヲ

S高

改

長
案

雑

て
、
定
時
絵
会
に
お
い
て
計
算
書
類
が
承
認
さ
れ
た
後
遅
滞
な
く
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
ま
た
は
そ
の
要
旨
を
公
告
す
る
乙
と

を
要
す
る
も
の
と
し
て
い
る
ョ
す
な
わ
ち
、
公
告
を
要
す
る
会
社
を
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
付
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
犬
規
模
会
社
に
限

定
す
る
反
面
、
八
ム
告
の
内
容
を
食
借
対
照
衰
の
ほ
か
損
益
計
算
蓄
に
ま
で
広
げ
る
か
た
わ
ら
、
公
告
の
ス
も

1
ス
が
犬
き
〈
増
大
す
る
こ

と
を
避
け
う
る
よ
う
に
貸
借
対
照
表
郭
よ
ぴ
損
益
計
算
書
の
要
旨
で
も
足
り
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
e

前
述
の
よ
う
に
、
比
較
的
少
数
の
者
の
み
が
利
害
関
係
を
i

有
す
る
会
社
の
一
般
的
な
凋
示
は
、
一
定
の
場
所
で
の
財
務
書
類
の
公
衆
縦

覧
で
も
っ
て
そ
の
目
的
を
遣
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
加
え
て
公
告
に
よ
る
開
U

不
を
要
求
す
る
こ
と
は
費
問
と
効
果
の
衡
量
か
ら
必
要

学法戸神

で
は
な
い
の
で
、
計
算
書
類
の
商
業
笠
記
所
で
の
公
腕
等
を
前
提
に
、
公
舎
を
委
す
る
会
社
を
会
計
監
主
人
の
監
査
を
必
要
と
す
る
会
社

に
限
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
@
他
方
、
多
数
の
利
害
関
係
者
が
存
在
す
る
会
社
に
関
し
て
は
、
会
社
の
静
的
な
財
産
状
懸
の
み
な
ら

ず
動
的
な
経
営
成
績
も
接
近
の
容
易
な
方
法
で
一
般
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
プ
ラ
ン
ス
会
祉
法
や
ド
イ
ツ
株
式
法
が
要

求
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
会
社
に
あ
っ
て
は
、
貸
借
対
照
表
の
み
な
ら
ず
損
益
計
算
書
も
公
告
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る

〔

4】

と
と
が
妥
当
で
あ
る
@
も
っ
と
も
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
の
両
者
を
公
告
す
る
場
合
に
は
、
現
行
商
法
が
要
求
す
る
貸
借
対
照
表



句

ー

4 

• 

の
み
の
公
告
に
比
駁
し
て
公
告
の
ス
ペ
ー
ス
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
き
れ
る
語
、
公
告
に
よ
る
関
長
に
つ
い
て
は
、
公
告
ス
ペ
ー
ス
の

増
大
を
遊
川
町
る
た
め
に
そ
れ
ら
の
要
旨
の
公
告
で
も
足
り
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
が
、
要
旨
の
公
告
を
す
る
場
合
に
は
、
会

社
は

そ
れ
が
利
用
者
に
誤
解
を
生
じ
さ
ぜ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
十
分
の
配
慮
を
し
な
付
れ
ば
な
ら
な
し
も
の
と
解
さ
れ
る
e

1 

現
行
商
法
は
す
丈
て
の
樵
長
会
誌
に
っ
し
貸
借
対
照
表
の
公
告
を
要
求
し
て
い
る
が
、
現
突
に
こ
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
貸
借
対
照
表
の
公
告

を
行
な
今
て
い
る
会
社
は
註
券
取
引
法
の
適
用
を
長
け
て
し
る
会
祉
を
中
心
と
す
る
ご
く
一
都
の
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
@
も
っ
と
も
、
浮
の
よ
う

に
多
象
の
会
社
京
商
法
の
定
め
る
公
告
の
要
求
そ
無
視
し
て
い
る
事
実
そ
の
も
の
は
公
告
を
要
す
る
会
祉
を
限
定
す
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
e

公
告
に
よ
る
一
関
宗
に
つ
U
て
の
事
後
検
索
の
木
使
さ
は
、
公
告
を
行
な
う
会
社
の
欽
が
大
さ
い
盆
地
大
し
、
そ
の
数
が
少
な
い
程
減
少
す
る
@
し

た
が
勺
て
公
告
の
必
現
在
才
少
な
い
会
社
に
つ
い
て
公
告
を
不
要
と
す
る
こ
と
は
、
公
告
ψ
孟
婆
と
す
る
会
社
の
公
J

告
に
よ
る
堕
一
示
の
利
周
容
易
性

を
増
大
き
せ
る
矧
巣
を
生
じ
き
ぜ
る
も
の
で
あ
る
e

改
正
伊
突
は
商
業
登
記
訴
の
受
入
盤
鉱
労
が
筆
3

て
計
算
書
領
怖
が
爾
業
登
記
訴
宅
全
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
隊
、
会
評
臨
査
人
の
監
査
を

要
し
な
い
会
社
に
つ
し
て
は
貸
借
対
照
表
を
公
告
す
ぺ
き
i

も
の
と
し
て
い
る
僚
主
が
有
限
責
任
の
刺
益
を
吾
享
受
す
る
様
式
会
社
に
お
い
て
貸
借

対
照
表
の
公
閣
が
必
要
な
の
ほ
当
然
で
あ
3

て
、
改
正
猷
乗
の
態
度
は
正
当
で
あ
る
・

会
計
監
査
人
の
量
蚕
を
要
す
る
会
社
に
つ
い
て
、
貸
橋
苅
照
表
に
加
え
て
損
益
計
算
書
を
も
公
告
す
る
こ
と
を
裂
す
る
も
の
と
す
る
改
正
試
案
め

錘
度
は
、
経
房
界
か
ら
も
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
・

商~上の会社開示制度

〈

2
》

( 

3 4 
〕

3 

商
業
登
記
所
で
の
公
開

" 
ず
、
こ
れ
ら
の
書
類
が
商
業
登
記
訴
で
公
衆
の
隠
覧
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

商
業
量
記
寄
に
お
け
る
計
現
書
類
等
の
公
開
は
、
防
法
上
ま
っ
た
く
新
規
の
制
度
で
あ
る
a

商
業
登
記
所
で
の
公
開
は
会
社
の
本
席

に
お
け
る
計
算
書
類
等
の
六
会
開
(
商
法
二
八
二
条
)
と
異
な
っ
て
、
株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
以
外
の
者
に
も
す
べ
て
利
用
可
能
な
開
示



" 
方
法
で
あ
る
.
し
か
も
、
商
業
量
記
許
で
の
公
闘
に
お
い
て
は
、
会
社
の
本
陪
で
の
八
公
開
の
場
合
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
正
当
な
閲
覧

R
l》

請
求
の
不
当
長
絶
の
事
館
は
考
え
ら
れ
ず
、
会
社
が
計
算
書
類
等
を
商
業
登
記
房
に
提
出
す
る
か
ぎ
り
、
利
用
者
は
、
確
安
に
開
示
の
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
a

そ
の
意
味
で
、
商
業
登
記
震
で
の
計
算
書
類
等
の
公
開
は
、
証
券
取
引
訟
が
定
め
る
有
価
証
券
報
告
書

の
大
蔵
省
証
券
局
お
よ
び
会
社
の
本
底
を
管
繕
す
る
財
務
局
に
お
げ
る
公
測
(
証
置
法
ニ
亙
条
一
項
一
一
号
〉
と
類
似
し
た
開
示
方
法
で
あ

X><X 

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
@
も
っ
と
も
、
証
券
取
引
法
が
定
め
る
i

有
価
証
券
報
告
書
の
公
衆
縦
覧
の
制
度
に
お
U
て
は
、
有
価
艇
券
報
告

書
に
つ
き
大
鷲
省
の
係
官
が
記
載
の
完
全
性
お
よ
び
正
確
性
に
つ
き
審
査
を
し
、
そ
れ
に
重
大
な
虚
偽
包
論
戦
ま
た
は
記
善
戦
謂
れ
が
め
る
と

き
は
大
蔵
大
臣
が
釘
E
報
告
書
の
提
出
命
令
を
突
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
し
る
が

(
証
取
法
ニ
四
条
の
二
v
、

計
算
書
類
等

君事

の
商
業
量
毘
所
に
お
け
る
公
開
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
行
政
的
な
闘
与
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
e

商
業
登
記
訴
に
お
げ
る
計
算
書
類
等
の
公
開
は
、
イ
ギ
り
ス
会
社
法
、

雑

ア
フ
ン
文
会
社
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
株
式
法
等
に
お
い
て
ひ
ろ
く

学

採
用
さ
れ
て
い
る
会
社
闘
去
の
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
計
算
書
類
等
が
会
社
に
よ
っ
て
現
勢
に
作
成
さ
れ
て
い
る
限
り
、
会
社
に
特
別

《

Z
V

の
負
温
を
も
た
ら
さ
な
い
、
極
め
て
簡
単
な
会
社
開
示
の
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
他
方
で
は
、
商
業
登
記
所
の
人
的
・
物
的

《

S
》

な
施
設
の
拡
充
を
一
前
提
と
し
、
そ
の
た
め
の
国
家
の
予
舞
措
置
を
必
要
と
す
る
。

商
業
登
記
罫
に
お
け
る
公
開
は
、
よ
亙
の
よ
う
に
、
会
祉
に
と
っ
て
負
担
の
少
な
い
、
し
か
も
株
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
以
外
の
者
も

確
実
に
利
用
で
き
る
会
社
関
ま
の
方
法
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
国
家
の
予
算
措
置
を
必
量
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
施
す
べ
き
か

A4v 

否
か
は
、
そ
の
よ
う
な
園
家
の
予
算
措
置
を
正
当
化
す
る
ほ
ど
の
便
益
が
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
@
前
述
の

よ
う
に
、
証
券
取
引
法
の
適
用
を
受
け
る
会
社
に
関
し
て
は
、
有
価
証
券
紺
報
告
書
の
公
衆
縦
貫
の
創
度
に
よ
っ
て
会
社
の
財
務
お
よ
び
業

日洛戸神

と務
取内
引容

t高
与忠

告最
重E

E f 
業
務そ

皇E
喜2
i室
すい

取な

if 
損わ

i f 
むな

主主

と

あ
る

地

E 
等

会
社
の

i 
ぴ
業
藤

内
容
を

重

量
す
る

と

て

ま
華
社
会
と

E 
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fi 
予す

i i? 
tf 
当大
化さ
す丈
る抗日
も益
ので
とめ

え
るそ
での
あよ

号z
v 刺
益
tま

聖
書
所

お

る

草
草
等
<n 

詰
喜
入

る
た

( 

l 

会
社
が
正
当
の
事
由
な
く
荷
量
二
八
二
条
に
基
づ
く
婚
主
ま
た
は
会
社
債
権
者
の
計
算
書
類
等
の
閲
覧
錆
求
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
代
表
取
締
役

が
過
料
の
制
裁
に
服
す
る
も
の
左
さ
れ
て
い
る
が
〈
商
法
問
九
八
条
一
項
三
秒
、
羽
突
に
は
、
こ
の
制
義
制
度
は
、
株
主
ま
た
は
会
社
借
編
者
の

商法よの会社開示制度

正
当
な
樹
監
鱒
求
の
短
苔
を
阻
止
す
る
長
齢
制
的
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
い
・

も
ち
ろ
ん
、
商
法
二
八
三
条
に
毒
づ
く
正
当
な
陶
嵯
請
求
を
拒
害
さ
れ
た
稔
主
ま
た
は
会
社
債
権
岩
は
、
裁
判
所
の
命
令
を
得
て
、
計
算
寄
類
等

の
閉
駐
を
す
る
こ
と
が
で
き
乞
し
か
し
、
裁
判
所
の
命
令
を
得
る
の
で
な
け
れ
ば
、
実
際
上
、
計
画
界
書
類
等
の
聞
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
層
水
は
、
あ
え
て
政
判
併
の
命
令
を
求
め
る
こ
と
ま
で
し
て
計
議
香
類
宅
を
開
買
し
よ
号
と
し
な
い
株
主
ま
た
は

( 

2 

会
幹
衝
権
者
に
は
、
安
際
よ
は
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
@

大
展
工
業
会
・
「
猿
式
会
社
の
計
算
・
公
開
に
関
す
る
改
主
試
案
」
に
対
す
る
当
会
の
意
見
合
唱
和
五
五
隼
=
一
月
一
八
日
V

は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
、
商
梁
登
記
所
に
お
り
る
八
会
闘
に
賛
成
し
て
い
る
・

「
貸
借
暫
鳳
表
及
び
損
益
計
算
奮
を
扇
雑
筆
記
院
に
緩
出
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
義
語
づ
げ
て
も
ヨ
ヌ
ト
と
事
委
の
筒
届
吹
き
か
ら
、
中
小
の
会
社

に
と
っ
て
も
実
行
が
容
易
で
あ
り
、
す
べ
て
の
会
社
に
適
用
す
る
と
と
治
妥
当
で
あ
る
。
き
ち
に
債
桜
者
そ
の
他
の
闘
係
渚
は
、
い
つ
で
も
こ
れ
を

閲
覧
宅
き
る
こ
と
か
ら
、
唐
木
の
目
的
を
十
分
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
」

法
制
審
践
会
は
、
隠
語
三
七
年
の
商
法
改
正
の
響
穫
の
過
程
で
、
昭
和
三
七
年
二
月
三
目
に
「
商
法
の
一
都
を
改
立
す
る
法
律
策
要
綱
」
を
静
定

し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
「
緑
式
会
社
は
、
貸
借
婦
照
表
及
び
損
益
針
算
書
を
登
記
所
に
提
出
す
る
も
の
と
し
、
何
人
も
こ
れ
ら
の
書
類
を
閉
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
・
そ
し
て
、
法
制
審
議
会
は
、
そ
の
決
議
の
際
に
、
右
の
定
め
に
つ
い
て
、
寸
で
き
る
だ

s 
〉

~ 

げ
早
い
機
舎
に
こ
れ
を
実
現
し
、
そ
の
安
を
あ
げ
る
よ
う
要
望
す
る
」
旨
の
附
帯
義
援
を
し
た
e

経
済
団
体
建
合
会
、
経
済
同
友
会
、
大
阪
商
王
室
町
全
国
銀
行
望
遠
合
会
等
は
、
あ
る
い
は
笹
券
取
引
接
上
に
定
め
る
有
車
券
報
告
書

4 
》
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， 
の
公
衆
縦
覧
制
度
と
の
官
覆
を
も
麹
自
に
加
え
あ
る
い
は
加
え
る
こ
と
な
〈
、
そ
れ
K
よ
勺
て
得
ら
れ
る
便
益
に
比
較
し
て
過
大
の
尉
歎
負
福
を
要

す
る
と
の
理
由
で
、
商
業
登
記
所
で
の
計
算
書
類
等
の
公
開
に
反
対
し
て
い
る
ロ

通
商
産
業
省
産
業
政
策
局

φ
義
行
動
の
現
状
と
附
属
瓦
一
四
一
一
貫
一
四
四
頁
(
昭
和
五
二
年
)
参
照
・


